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平成２８年第７回邑南町議会定例会（第１日目）会議録 
１．招集年月日   平成２８年９月６日（平成２８年８月３０日告示） 

２．招集の場所    邑南町役場  議場 
３．開   会     平成２８年９月６日（火） 午前 ９時３０分 
                     散会  午前１１時３３分 
４．応招議員 
 議席    氏   名  議席    氏  名  議席     氏  名  議席    氏  名 
 １番 大和 磨美  ２番 瀧田 均  ３番 平野 一成  ５番 和田 文雄 
  ６番 宮田 博  ７番 漆谷 光夫  ８番 大屋 光宏  ９番 中村 昌史 
１０番 日野原 利郎 １１番 清水 優文 １２番 亀山 和巳 １３番 石橋 純二 
１４番  山中 康樹 １５番 三上 徹 １６番 辰田 直久   
５．不応招議員  なし 
６．出席議員  １５名 
 議席    氏   名  議席    氏  名  議席     氏  名  議席    氏  名 
 １番 大和 磨美  ２番 瀧田 均  ３番 平野 一成  ５番 和田 文雄 
  ６番 宮田 博  ７番 漆谷 光夫  ８番 大屋 光宏  ９番 中村 昌史 

１０番 日野原 利郎 １１番 清水 優文 １２番 亀山 和巳 １３番 石橋 純二 

１４番  山中 康樹 １５番 三上 徹 １６番 辰田 直久   

７．欠席議員   ０名 
 議席    氏  名  議席    氏  名  議席    氏  名  議席    氏  名 
        
８．地方自治法第１２１条第１項の規定により、説明のため会議に出席した者の職氏名 

職 名 氏  名 職 名 氏  名 職 名 氏  名 
町  長 石橋 良治 副 町 長 日高 輝和 総務課長 服部  導士 

危機管理課長 朝田 誠司 定住促進課長 原  修 企画財政課長 藤間 修 
町民課長 種  由美 税務課長 上田 洋文 福祉課長補佐 小笠原誠治 

農林振興課長 植田 弘和 商工観光課長 種  文昭 建設課長 土﨑 由文 
水道課長 林田 知樹 保健課長 日高 誠 会計課長 飛弾 智徳 

羽須美支所長 服部 勲 瑞穂支所長 川信 学 教育委員長 森岡 弘典 
教 育 長 土居 達也 学校教育課長 日高 始 生涯学習課長 能美 恭志 

監査委員 實田 譲 農業委員会長 田中 正規   

９．本会議に職務のため出席した者の氏名 
    議会事務局長 三上 直樹  事務局調整監 日高 泉 
１０．町長提出議案の題目  別紙のとおり 
１１．会議録署名議員の氏名 

  議席 氏 名   議席 氏 名 
１２番 亀山 和巳 １３番 石橋 純二 

１２．本日の会議の大要は別紙のとおりである。 
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平成２８年第７回邑南町議会定例会議事日程（第１号） 
 

平成２８年９月６日（火）午前９時３０分開議  
 
 開会、開議宣告 
 
  議事日程の報告 
 
日程第１ 会議録署名議員の指名 
 
日程第２ 会期の決定 
 
日程第３ 行政報告 
 
日程第４ 報告事項 
 

報告第５号 専決処分の報告について（損害賠償の額の決定及び和解 車輌の損害） 
 
報告第６号 専決処分の報告について（損害賠償の額の決定及び和解 車輌の損害） 
 
報告第７号 邑南町開発公社の経営状況の報告について  
 
報告第８号 平成２７年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率の報告につ 

いて  
 
報告第９号 平成２７年度邑南町教育委員会の権限に属する事務の点検・評価報告に 

ついて  
 
報告第１０号例月現金出納検査結果報告について 
 
報告第１１号平成２８年度定期監査報告について 

 
日程第５ 議案の上程、説明 
 

議案第９１号 平成２７年度邑南町一般会計歳入歳出決算の認定について 
 
議案第９２号 平成２７年度邑南町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定に 

ついて 
 
議案第９３号 平成２７年度邑南町国民健康保険直営診療所事業特別会計歳入歳出決 

算の認定について 
 

議案第９４号 平成２７年度邑南町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定 
について 
 

議案第９５号 平成２７年度邑南町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につい 
て 
 

議案第９６号 平成２７年度邑南町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 
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議案第９７号 平成２７年度邑南町電気通信事業特別会計歳入歳出決算の認定につい 

て 
 
議案第９８号 邑南町町営住宅管理条例の一部改正について 
 
議案第９９号 邑南町鳥獣被害対策実施隊の設置に関する条例の一部改正について 
 
議案第１００号 邑南町辺地に係る公共的施設の総合的な整備に関する財政上の計画

の策定について 
 
議案第１０１号 平成２８年度邑南町一般会計補正予算第２号について 
 
議案第１０２号 平成２８年度邑南町国民健康保険事業特別会計補正予算第２号につ

いて 
 
議案第１０３号 平成２８年度邑南町国民健康保険直営診療所事業特別会計補正予算

第２号について 
 
議案第１０４号 平成２８年度邑南町後期高齢者医療事業特別会計補正予算第１号に

ついて 
 
議案第１０５号 平成２８年度邑南町簡易水道事業特別会計補正予算第２号について 
 
議案第１０６号 平成２８年度邑南町下水道事業特別会計補正予算第２号について 
 
議案第１０７号 平成２８年度邑南町電気通信事業特別会計補正予算第２号について   

 

 

 

平成２８年第７回邑南町議会定例会（第１日目）会議録 

                                     平成２８年 ９ 月 ６ 日（火）  

―― 午前９時３０分 開会 ―― 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

開会宣告 

●議長（辰田直久） おはようございます、定足数に達しておりますので、ただいまから平成

２８年、第７回邑南町議会定例会を開会いたします。議長の諸般の報告につきましては、

お手元に配付したとおりでございますので、ご覧をいただきたいと思います。これより、

本日の会議を開きます。本日の議事日程は、あらかじめお手元に配布したとおりでござい

ます。 
～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

●議長（辰田直久） 日程第１、会議録署名議員の指名をいたします。１２番、亀山議員、
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１３番、石橋議員、お願いをいたします。 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第２ 会期の決定 

●議長（辰田直久）  日程第２、会期の決定を議題といたします。お諮りをいたします。本

定例会の会期は、本日９月６日から,９月２０日までの１５日間といたしたいと思いま

す。これにご異議はございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

●議長（辰田直久） 異議なしと認めます。したがって、会期は、本日９月６日から,９月

２０日までの１５日間とすることに決定をいたしました。 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 
日程第３ 中間行政報告 

●議長（辰田直久） 日程第３、中間行政報告。これより町長に中間行政報告及び諸般の報告

を行っていただきます。 
●石橋町長（石橋良治） 議長、番外。 
●議長（辰田直久） 石橋町長。 

●石橋町長（石橋良治） 平成２８年第７回邑南町議会定例会の開会にあたり、決算認定案、

条例案、予算案の説明に先立ちまして、決算状況、財政状況及び現在進めております諸

施策等についてご報告申し上げ、町議会並びに町民の皆様へのご理解とご協力を賜りた

いと存じます。平成２７年度における各会計の決算につきましては、本定例会にご承認

をお願いするよう提案していますが、その概要につきましてご説明いたします。まず、

一般会計につきましては、歳入総額１４３億７千１９２万７千６２５円、に対しまして

歳出総額１４０億２千７５万４千４４８円で、差し引き３億５千１１７万３千１７７円

の黒字でございましたが、繰越明許により翌年度へ繰り越すべき財源の４千７４９万８

千円を差し引きますと、実質収支額は３億３６７万５千１７７円の黒字でございます。 

次に、特別会計でございますが、国民健康保険事業特別会計は、歳入総額１６億１千５

１２万７千５５５円に対しまして、歳出総額１６億７３万２千１４円で、差し引き１千

４３９万５千５４１円の黒字。国民健康保険直営診療所事業特別会計は、歳入総額６千

２２５万１千３０１円に対しまして、歳出総額５千６５３万９千３９２円で、差し引き

５７１万１千９０９円の黒字。後期高齢者医療事業特別会計は、歳入総額３億５千５８

６万９千５９６円に対しまして、歳出総額３億４千９５０万６千３９２円で、差し引き

６３６万３千２０４円の黒字。簡易水道事業特別会計は、歳入総額６億５千６６６万６

千４３３円に対しまして、歳出総額６億５千２１０万７千３８２円で、差し引き４５５

万９千５１円の黒字。下水道事業特別会計は、歳入総額９億２千８５３万６千３７円に

対しまして、歳出総額９億１千３９０万６千５０３円で、差し引き１千４６２万９千５

３４円の黒字。電気通信事業特別会計は、歳入総額４億８千７５１万８千５８３円に対
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しまして、歳出総額４億７千８２６万７千９３円で、差し引き９２５万１千４９０円の

黒字でございます。決算に基づく普通会計の財政指数につきましては、経常収支比率は

９４．４％で、前年度対比で０．４ポイント上昇しております。いわゆる財政健全化法

に係る判断比率のうち、実質赤字比率、連結実質赤字比率については赤字額がないため

早期健全化基準に該当する数値はございません。実質公債費比率は１５．５％、将来負

担比率は１２７．５％となっております。いずれも早期健全化基準となる数値は下回っ

ています。前年度対比では実質公債費比率が０．７ポイント、将来負担比率は１８．３

ポイントそれぞれ改善をしております。簡易水道事業特別会計、下水道事業特別会計に

係る資金不足比率については、資金不足がないため経営健全化基準に該当する数値はご

ざいません。次に、本年度の財政運営について申しあげます。本年度の普通交付税の配

分が７月２６日に決定されました。概要としましては、普通交付税が５７億７千８６９

万３千円、臨時財政対策債発行可能額が２億７千５３９万２千円で、合わせて６０億５

千４０８万５千円でございます。平成２７年度と比較しますと３．２％の減少、額にし

て１億９千９６７万７千円の減額となっております。普通交付税につきましては、昨年

度から合併後１０年を経過したことによる合併特例措置の段階的縮減がはじまったこ

と、測定単位である人口が減少したこと、地方債の償還に対する普通交付税措置額が償

還額の漸減に合わせて減額となっていることなどから、全体では減額となっております。 

なお、当初予算におきましては、いずれも決定額を下回る金額を計上しておりますので、

この配分結果に基づき、今回の一般会計補正予算におきましては、普通交付税を２億３

８８万７千円増額、逆に臨時財政対策債は２千７６３万７千円減額することとしており

ます。また、平成２７年度決算に基づき、繰越金を２億９千３６７万５千円増額するこ

ととしておりますのでよろしくお願いいたします。次に、大雨の防災対応及び防災訓練

等について申し上げます。７月３日の午前７時４５分に大雨洪水警報が邑南町に発令さ

れました。これを受け、即座に災害準備体制を敷き警戒にあたりましたが、幸い本町に

大きな影響はなく、午前１１時前には警報も解除され、避難予報の発令等には至りませ

んでした。今後も的確な判断と正確な情報を、迅速にお伝えできるよう努めてまいりた

いと考えております。また、各地域では防災訓練等が実施されております。６月には井

原西区自治会による避難訓練、羽須美地域消防団による水防訓練、８月には布施地区銭

宝自治会による避難訓練等が行われ、今後も各地域で避難訓練などの自主的な取り組み

が予定されております。次に、邑南町民防災の日と防災週間に関わる活動について申し

上げます。８月２４日の邑南町民防災の日を含む８月２２日から２８日までの間の防災

週間におきましては、週間中、のぼり旗や無線放送などで啓発活動を行ったほか、２８

日には瑞穂地域、田所地区で豪雨による水害・土砂災害を想定した防災訓練を計画し、

田所地区の自治会、自主防災組織の皆さん、消防団の皆さん等、多くの方の参加を予定

しておりましたが、２６日時点で松江地方気象台から、２８日から２９日にかけて大雨
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となる恐れの情報を得て、訓練の安全確保、また、災害体制に入ることを想定し、訓練

を中止とする判断を行ったところです。このたびの訓練は中止とはいたしましたが、今

後、災害の経験を後世に伝え、得た教訓をさらに活かしていけるよう努めてまいりたい

と考えております。次に、起業・創業支援ビジョンの推進について申し上げます。本年

３月に策定いたしました、起業・創業支援ビジョンを推進して行くにあたり、新たに重

点産業分野に指定し取り組みを進めます、ＩＴ、デザイン、観光、教育、福祉、医療の

６分野に関連した庁内各課から選任した職員１１名で、邑南町起業・創業支援ビジョン

推進職員研究会を起ち上げました。研究会では、各課で持っている情報を掛け合わせた

仕事の種づくり、町内商工業者等が相談し易い体制づくり、生業を作って地域でお金が

落ちる仕組みづくり、この３点について研究することとしております。ビジョンに掲げ

た成果目標の達成に向け、引き続き努力してまいりたいと考えております。次に、三江

線問題について申し上げます。６月１８日、三江線改良利用促進期成同盟会、第１回臨

時総会で、鉄道としての存続の可能性と新交通プランの可能性について、また７月１８

日、同期成同盟会第２回臨時総会では、鉄道としての可能性、新交通プランの可能性の

比較検討を含む、総合的な論点整理についての報告がありました。この報告を受けて、

住民経過報告会を６市町で行うこととなり、本町では、８月２日に口羽公民館、８月５

日に田所公民館、８月８日に中野公民館で、経過報告会を行いました。参加者からは、

存続を求める意見や、ＪＲ西日本や県に対して、多くの質問が出されました。また、８

月１日には、三江線改良利用促進期成同盟会として、６市町の首長、議長が、西日本旅

客鉄道株式会社本社を訪問し、ＪＲ西日本として三江線を存続していただくこと、につ

いて要望を行いました。しかし、その後９月１日の同盟会臨時総会で、ＪＲ西日本から、

三江線の鉄道事業は、どのような形態であっても行わない。鉄道事業の廃止届出は、平

成２８年９月末日までに行う。という表明がありました。今後は、議会に説明後、また

住民説明会を経て、９月２３日に開かれる、同盟会臨時総会で最終的な判断をしていく

こととなります。次に、木育の推進について申し上げます。７月３０日に、邑南町民大

学、木育講演会と題して、全国的に木育の普及活動をされている、東京おもちゃ美術館

館長の、多田千尋様に講演をいただきました。講演後には、木育円卓会議と称して邑南

町内の様々な業種の方々にお集まりいただき、邑南町の理想の木育の推進についてそれ

ぞれの立場から貴重なご意見をいただきました。更に、東京おもちゃ美術館と邑南町で

協力し、赤ちゃんに木のおもちゃをプレゼントすることに代表されるウッドスタート事

業に取り組んでいくというウッドスタート宣言を行い、両者で調印を交わしました。こ

の宣言は、山陰地方の市町村では邑南町が初めて行いました。現在、町民の皆様に木に

触れていただくべく、町内全公民館に対し、順番に石見養護学校で作られた木の作品を

展示しています。今後は、木育円卓会議で、いただいた意見などを参考に具体的な取組

について検討してまいります。次に、民生委員の一斉改選について申しあげます。民生
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委員は、民生委員法により、市町村に設置された民生委員推薦会が候補者を推薦し、島

根県を通じ厚生労働大臣から委嘱されることになっています。現在、邑南町では６６人

の方が委嘱されておりますが、３年の任期が本年１１月３０日までとなっております。

次期民生委員について、本年７月１１日と８月９日に邑南町民生委員推薦会が開催され、

適格者であると認められる６６人の候補者が決定され、民生委員推薦会から島根県に推

薦が行われました。次に、相互併任制度の活用について申し上げます。平成２７年度に

引き続きまして島根県と邑南町は、税務職員相互併任制度を活用し、平成２９年３月末

までの間、島根県と邑南町職員の共同徴収、差押、徴収実務検討会の開催を実施して参

ります。町税の徴収率は向上し滞納繰越額も減少しておりますが、なお一層の向上を目

指し、徴収職員の増強、強い協力体制の構築を図って参ります。次に、水道料金改定に

伴う、邑南町上下水道委員会からの答申について申し上げます。水道料金の改定等につ

きましては、平成２３年３月に、水道料金の適正化について、ということで第一次の答

申を頂きました。その内容は、今後の水需要の動向や、簡易水道の経営状況から判断す

ると、水道料金の値上げはやむを得ないが、社会経済情勢や簡易水道事業の経営状況を

総合的かつ客観的に判断し、検討することとなっていました。本町の水道事業は、平成

２９年度から地方公営企業法が適用となり、経営の独立採算が求められることとなった

ため、平成２８年４月４日付けで、再度、邑南町水道料金の値上げについて、上下水道

委員会に諮問し、これまで５回にわたり慎重に審議して頂き、平成２８年８月２６日付

けで、同委員会より最終答申を頂きました。その内容は、平成２４年から２８年までの

５年間においても、料金収入は給水人口の減少により下降傾向にあり、今後も減少し続

けることが予想されることから、事業経営は非常に厳しくなるため、水道料金を改定し

値上げを行うことは、町民に与える影響を考慮しても、やむを得ないと判断する。ただ

し、水道料金の改定に当たっては、経営の安定を図ること、二つ目にコスト削減を図る

こと、三つ目に一般会計からの繰入措置を講じること、四つ目に議会及び町民の理解を

得ること、等の回答を頂きました。この答申内容を踏まえ、早急に具体的な料金改定案

を、議会及び上下水道委員会にお示しし、審議頂きたいと考えていますので、ご理解と

ご協力を賜りますようお願いいたします。次に、農林業の振興について申し上げます。 

まず、今年産米の生育状況でございますが、田植え後の日照不足や梅雨時期の連日の雨

が影響し、生育の遅れが心配されておりましたが、梅雨明け後好天に恵まれ生育は順調

に回復をしてきたと見ております。８月１５日現在における作柄概況では、東日本を中

心とした早場地帯では、平年並みまたはやや良、西日本を中心とした遅場地帯では、平

年並み、島根県では出雲、石見共に平年並みと発表されており、大きな台風の被害など

なくこのまま推移しますと、ほぼ国の見込んでいる水稲の生産数量目標の数字になるの

ではないかと見込んでおります。次に、７月末に町内一斉に行った転作確認の集計がま

とまりましたので報告いたします。今年の水稲の需給調整につきましては、主食用水稲
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配分面積１，０４３．０ヘクタールに対して、１，０３０．３ヘクタールの作付となっ

ており、作付率は９８．８パーセントとなっております。また、転作作物としては、飼

料用稲が７０．７ヘクタール、飼料用米が１９．９ヘクタール、大豆が１３．６ヘクタ

ール、そばが４．６ヘクタールなどとなっており、土地利用型作物への転換がすすんで

おります。次に、今年産米の価格についてでありますが、水稲生産農家に飼料用稲や飼

料用米への転換を全国規模で推進したことにより、昨年に引き続き今年も主食用水稲の

生産数量目標が達成できそうだと見込まれており、需給は締まっていると報道されてい

ます。先行して発表された早期米産地の概算金が、昨年同期比３０ｋｇ当たり２５０円

から３００円高としておりましたので、島根おおち地区本部管内でも昨年の価格に上積

みされることを期待しておりましたところ、８月２５日に発表があり、慣行栽培のコシ

ヒカリで３０ｋｇ当たり昨年の概算金より８５０円高い６，３５０円、ハーブ米コシヒ

カリでは７００円高い７，０００円が示されました。今年から島根県農業協同組合では

概算払い方式ではなく、買い取り価格を提示する方式に変更されましたので、単純に比

較することはできないとはいうものの、米の買取価格が上昇すると言うことは明るい話

題であり、農家の皆さんの生産意欲拡大につながることを期待をしております。次に、

建設関係の事業について申し上げます。まず、県道改良事業でございますが、浜田作木

線におきましては、雪田工区が平成２７年度完了し、引き続き高見工区に着手頂いてお

ります。本年度は用地調査、家屋の移転補償を行う予定です。また、吉原工区につきま

しても、今年度は測量設計、用地買収、家屋や電柱の移転補償を行う予定でございます。

甲田作木線、田所国府線は昨年度に引き続き改良工事を行って頂きます。続きまして、

町道改良事業でございますが、１２路線の改良・舗装工事を順次発注しております。ま

た、県道浜田作木線の落石事故を受け、町道の災害防除事業について、新たに２路線を

追加し着手する予定であります。危険箇所の点検業務についてでございますが、島根県

では、落石事故再発防止検討委員会からの提言を踏まえた、新たな具体策の検討を行っ

ています。町としましても利用者からの情報提供等により危険箇所の把握に努める一方、

県の検討結果に沿って、防災点検や対策工事を進めていくこととしております。公営住

宅の整備でございますが、住環境の改善を目的とした、ストック改善事業につきまして

は、段の原団地など５棟１４戸の工事発注、及び公営住宅建設事業の、森実４号棟の建

築工事の発注を終えております。次に、災害の発生状況について申し上げます。８月２

８日から８月２９日の台風１０号の影響による、農地農業用施設災害が発生しました。

現在、地元からの被害報告を受け付けている状況でございます。９月１日現在でござい

ますけども、被害報告を確認している農業災害は、農地災害１３箇所、農業用施設災害

２箇所となっております。今後、被害箇所の確認をさらに行い、国庫補助災害の対象箇

所になるものは災害査定に向けて準備していく予定としております。次に、教育委員会

関係ですが、まず学校教育課の関係について申し上げます。全国市町村教育委員会連合
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会による功労者表彰を、７月２１日付で、石見地域中野地区の寺本惠子さんが受賞され

ました。これまでのご功績を讃えるとともに、心からお慶び申し上げるところでありま

す。平成２７年度邑南町教育委員会の権限に属する、事務の点検、評価報告書について

ですが、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条に基づきまして、報告書を

議会に提出し、公表しなければならない、と規定されていることから、今定例議会にお

いて教育委員会から提出されます。これは、教育委員会の権限に属する事務について、

自らが自己点検評価され、学識経験を有する者で構成された第３者評価機関の委員によ

る意見を付して、報告書としてまとめられたものです。なお、評価結果につきましては、

今後の教育行政推進の一助とされます。次に、生涯学習関係について申し上げます。先

ず、８月４日、５日には、平和教育の一環として恒例の歩こう広島までを開催したとこ

ろ、中学生から大人まで７８名の参加があり、町民から託された千羽鶴とともに原爆ド

ームまでの、６８キロメートル踏破にチャレンジしました。参加した皆さんには平和と

戦争について、身を持って考えてもらう機会となったと思っております。次に、社会体

育関係では、町体育協会と連携して７月１６日から２０日まで、ＮＥＣレッドロケッツ

の合宿を受け入れました。合宿期間中、選手は地域交流として邑南町バレーボール大会

に参加しました。また、将来アスリートとして夢を抱く子どもたちを育てるために、ふ

たばクラブスポーツ少年団、石見中学校、矢上高校、石見養護学校を中心とした島根ク

ラブなど９０名がバレーボール教室に参加し、それぞれの課題に応じた練習からその技

術やトレーニング方法を学びました。次に、東京パラリンピック合宿招致について申し

上げます。既にホストタウン決定のことはご承知のことと思いますが、そのことを受け、

いろいろな活動が活発化してきておりまして、その一つとして、８月１１日、おおなん

フィンランド協会設立に合わせて、元フィンランド兼ねてエストニア全権大使の長谷川

憲正氏を招き、フィンランド特別講演会を開催し、約６０人の聴講者がありました。ま

た８月１９日から２４日までフィンランド交流交渉団２３人が、フィンランドを４泊６

日で訪問し、教育、文化、福祉、建築など交流を通して多くのことを学んで帰ることが

できました。このことは今後のまちづくりを担う人材育成につながる貴重な体験になっ

たと確信するところであります。なお、帰国報告会は広く町民の皆さまに知っていただ

く必要がありますので、わかりやすく工夫をした上で、時期をみて開催したいと考えて

おります。次に、文化財関係につきましては、いよいよ来月１日、２日に、第１３回日

本オオサンショウウオの会邑南大会が本町で開催されます。当日は町内から高校生や地

域学校の子どもたちによる調査研究発表を行う予定にしております。現在大会実行委員

会を重ねながら、町民の皆様にオオサンショウウオの素晴らしさをより一層知っていた

だく機会となるよう準備をすすめているところであります。次に、邑南町発注の公共事

業についてでございますが、これは別紙一覧表で発注状況をご報告させていただきます

のでそちらをご覧ください。以上、９月議会定例会の開会にあたり、本年度の諸施策に
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ついて、中間行政報告をさせていただきました。なお、本定例会に提案いたします議案

は、決算認定案７件、条例案２件、補正予算案７件、その他案１件、合せて１７件とし

ております。何卒、慎重にご審議の上、適切な議決を賜りますようお願い申し上げます。 

続きまして、諸般の報告をさせていただきます。邑智郡の総合事務組合の決算につい

てのご報告でございます。資料も添付していると思いますので、それをご覧になってお

聞き願いたいと思います。平成２８年第２回邑智郡総合事務組合議会定例会が、８月１

０日に開催され、平成２７年度の事業報告並びに決算報告が承認されましたので、その

概要についてご報告申し上げます。お手元に決算書をお配りしていますのでご覧下さい。

まず、一般会計でございますが、２ページをご覧下さい。歳入総額は９億３千２８７万

５５０円でございます。歳入の主なものは、構成３町の負担金が、８億１千３０６万３

千１７３円、手数料が、３千２０４万１千７６０円、基金繰入金が、２千６６０万円、

前年度繰越金が、３千８７万１千３３４円、雑入が、３千２３万１千６９４円などでご

ざいます。３ページをご覧下さい。歳出総額は、９億１８１万３７７円となっています。

歳出の主なものは、総務管理費が、２億７千９０９万４千５９４円、清掃費が、５億６

千５１９万４７６円、公債費が、５千６７９万８千１５６円などでございます。４ペー

ジをご覧下さい。歳入歳出差引額及び実質収支額は、３千１０６万１７３円でございま

す。また、清掃費に関します各処理量につきましては、し尿処理量が、１万９８３キロ

リットルで前年度に対し、２０３キロリットル減少いたしました。ごみ処理量の実績は、

ごみ搬入総量が５千１０４トンで前年度に比べ３８トンの増加となりました。次に、介

護保険特別会計について申し上げます。平成２７年度は、第６期介護保険事業計画の初

年度にあたります。６ページをご覧下さい。歳入総額は３７億６千７５７万９千７５５

円でございます。７ページをご覧下さい。歳出総額は３６億８千５９万９千６２３円と

なっており、最後のページですが、歳入歳出差引額及び実質収支額は８千６９８万１３

２円でございます。被保険者等の状況は、平成２８年３月末で、第１号被保険者は８千

４８７人で前年同月末に対し１０人の減、認定者数は１千９２２人で前年同月末に対し

５６人の減、認定率は２２．６％で、前年同月末に対し０．６％の減となっています。

介護保険料の収納状況は、平成２７年度末の未納額が、総額２１９万７千４８０円で未

納者は４９人、収納率は９９．６５％でございます。未納者に対しては、給付制限など

の不利益処分が発生しないよう、事務組合と３町が連携をとり、早期完全納付に向け、

納付相談活動を継続してまいります。以上ご報告申し上げます。 

●議長（辰田直久） 以上で町長の行政報告及び諸般の報告は終了いたしました。 
～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第４ 報告事項 
●議長（辰田直久） 日程第４、報告事項。報告第５号、専決処分の報告について、報告第６

号、専決処分の報告について、報告第７号、邑南町開発公社の経営状況の報告について、 
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報告第８号、平成２７年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 

報告第９号、平成２７年度邑南町教育委員会の権限に属する事務の点検評価報告について、

報告第１０号、例月現金出納検査結果報告、報告第１１号、平成２８年度定期監査報告に

ついて、以上７件について、それぞれ報告がありました。何れも、お手元にその写しを配

布しております、これらの配布をもちまして、議会に対する報告といたしますので、ご了

承ください。 

～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

日程第５ 議案の上程、説明 
●議長（辰田直久） 日程第５、議案の上程、説明に入ります。議案第９１号、平成２７年度

邑南町一般会計歳入歳出決算の認定について、議案第９２号、平成２７年度邑南町国民健

康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議案第９３号、平成２７年度邑南町国

民健康保険直営診療所事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議案第９４号、平成２

７年度邑南町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議案第９５号、

平成２７年度邑南町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議案第９６号、

平成２７年度邑南町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議案第９７号、平

成２７年度邑南町電気通信事業特別会計歳入歳出決算の認定について、議案第９８号、邑

南町町営住宅管理条例の一部改正について、議案第９９号、邑南町鳥獣被害対策実施隊の

設置に関する条例の一部改正について、議案第１００号、邑南町辺地に係る公共的施設の

総合的な整備に関する財政上の計画の策定について、議案第１０１号、平成２８年度邑南

町一般会計補正予算第２号について、議案第１０２号、平成２８年度邑南町国民健康保険

事業特別会計補正予算第２号について、議案第１０３号、平成２８年度邑南町国民健康保

険直営診療所事業特別会計補正予算第２号について、議案第１０４号、平成２８年度邑南

町後期高齢者医療事業特別会計補正予算第１号について、議案第１０５号、平成２８年度

邑南町簡易水道事業特別会計補正予算第２号について、議案第１０６号、平成２８年度邑

南町下水道事業特別会計補正予算第２号について、議案第１０７号、平成２８年度邑南町

電気通信事業特別会計補正予算第２号について、以上、１７議案を一括上程いたします。 
執行部の説明を求めます。 

～～～○～～～ 
●石橋町長（石橋良治） 議長、番外。 
●議長（辰田直久） 石橋町長。 
●石橋町長（石橋良治） 議案第９１号から議案第９７号までの提案理由をご説明申し上げま

す。これらの議案は、平成２７年度の各会計の決算につきまして、議会の議決を求めるも

のでございます。一般会計につきましては、歳入決算額、１４３億７千１９２万８千円、 

歳出決算額、１４０億２千７５万４千円、歳入歳出差引、３億５千１１７万３千円となっ

ています。国民健康保険事業特別会計につきましては、歳入決算額、１６億１千５１２万
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８千円、歳出決算額、１６億７３万２千円、歳入歳出差引、１千４３９万６千円となって

います。国民健康保険直営診療所事業特別会計につきましては、歳入決算額、６千２２５

万１千円、歳出決算額、５千６５３万９千円、歳入歳出差引、５７１万２千円となってい

ます。後期高齢者医療事業特別会計につきましては、歳入決算額、３億５千５８７万円、 

歳出決算額、３億４千９５０万６千円、歳入歳出差引、６３６万３千円となっています。 

簡易水道事業特別会計につきましては、歳入決算額、６億５千６６６万６千円、歳出決算

額、６億５千２１０万７千円、歳入歳出差引、４５５万９千円となっています。下水道事

業特別会計につきましては、歳入決算額、９億２千８５３万６千円、歳出決算額、９億１

千３９０万７千円、歳入歳出差引、１千４６３万円となっています。電気通信事業特別会

計につきましては、歳入決算額、４億８千７５１万９千円、歳出決算額、４億７千８２６

万７千円、歳入歳出差引、９２５万１千円となっています。一般会計、特別会計合わせま

して、歳入決算額、１８４億７千７８９万７千円、歳出決算額、１８０億７千１８１万３

千円、歳入歳出差引、４億６０８万４千円となり、一般会計の翌年度へ繰越すべき財源、

４千７４９万８千円を除いた実質収支は、３億５千８５８万６千円となっています。以上、

詳細につきましては、それぞれ担当課長から説明させますので、よろしくお願いします。 

●藤間企画財政課長（藤間修） 議長、番外。 

●議長（辰田直久） 藤間企画財政課長。 

●藤間企画財政課長（藤間修） 議案第９１号、平成２７年度邑南町一般会計歳入歳出決算

について、ご説明申しあげます。決算書の１ページから１０ページまでが歳入歳出決算書

ですが、主な項目の説明は事項別明細書において説明いたしますので、ここでは合計額の

み申しあげます。５ページをお開きください。歳入合計でございますが、予算現額１４５

億７千７０３万円に対しまして、調定額は、１４４億４千６６８万９千３７６円、収入済

額１４３億７千１９２万７千６２５円、不納欠損額１４４万５千３５１円、収入未済は７

千３３１万６千４００円でございます。収入済額は、前年度に比べて３．５％、額にして

５億１千６９４万８千９２３円の減額でございます。続きまして、歳出合計でございます。

９ページをお開きください。予算額は歳入と同額でございます。支出済額は１４０億２千

７５万４千４４８円、翌年度への繰越額が１億９千２４６万５千円、不用額が３億６千３

８１万５５２円でございます。支出済額は前年度に比べ０．６％、額にして８千７０６万

１千３３０円の増額でございます。歳入歳出差し引き残高は、３億５千１１７万３千１７

７円でございます。主な項目につきましては事項別明細書で説明いたしますので、１１ペ

ージをお開きください。主なもののみ説明させていただきます。歳入１款町税でございま

す。町税全体の額でございますが、調定額１０億７千８６９万９千６３３円に対しまして、

収入済額は１０億３千５０７万８千２５０円で、収納率は９６．０％となっており、昨年

に比べ２．１ポイント上がっております。また、不納欠損額は８４万８千１１５円。収入

未済額は、４千２７７万３千２６８円となっており、前年度に比べ２千３１０万１千５３
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円減になっております。続きまして１３ページをお開きください。２款の地方譲与税でご

ざいます。調定額及び収入済額同額で、１億５千２２０万６千１円でございます。続きま

して１５ページをお開きください。下から２段目でございます。１０款地方交付税でござ

います。収入済額は６６億９千７８８万７千円で前年度と比べまして、１．７％の減少、

金額にしまして１億１千８２３万４千円の減額でございます。減額の要因でございますが、

普通交付税は合併算定替の段階的縮減がはじまったこと、測定単位の人口の減などでござ

います。１７ページをお開きください。１２款分担金及び負担金でございます。調定額１

億４千３７１万７千５６３円に対しまして、収入済額は１億４千１４５万９千６７７円で

ございます。収入未済が２２５万７千８８６円となっておりまして、前年度に比べ２万２

千６３４円減少しております。１９ページをお開きください。１３款使用料及び手数料で

ございます。調定額１億７千１２２万２千５８１円に対しまして、収入済額は１億７千１

５万７千７５７円。収入未済が１０６万４千８２４円で、前年度に比べ３万６千２００円

の減少でございます。２３ページをお開きください。１４款国庫支出金でございます。 調

定額１４億４０９万７千９６１円に対しまして、収入済額は１３億９千８１９万７千９６

１円。前年度に比べまして、６億５千８６万７千５１８円の減額でございます。公共土木

施設の災害復旧費、がんばる地域交付金などが減額の主な要因でございます。続きまして、

２９ページをお開きください。１５款県支出金でございます。調定額１１億５千５３３万

４千５５６円に対しまして、収入済額は１１億４千３１４万１５６円。前年度に比べまし

て２億４千８４５万１千５０１円の減額でございます。減額の主な要因は、災害復旧関係

の補助金の減額でございます。続きまして、３９ページまでとんで頂まして、１６款財産

収入でございます。調定額は、２千１９７万２千２５円に対しまして、収入済額は２千１

９５万２千２５円でございます。収入未済額２万円は、町有財産貸付収入でございます。 

 ４１ページでございます。一番下、１７款寄付金でございます。調定額及び収入済額は同

額で、２千７４７万７千７４５円でございます。前年度に比べ７．７倍２千３９１万３千

４４４円の増額でございます。増額の主な要因は、ふるさと寄付金の増でございます。４

３ページをお開きください。１８款繰入金でございます、調定額及び収入済額は同額で、 

２億３千９２万４２０円でございます。前年度に比べまして、３億６千５２６万３千７９

５円減額でございます。これは、災害復旧事業費に充てるための財政調整基金繰入金の減

などでございます。一番下、１９款繰越金でございますが、平成２６年度、前年度繰越金

９億５千５１８万３千４３０円でございます。前年度に比べ４億４千８６１万２千９６４

円の増額でございます。４５ページをお開きください。２０款諸収入でございます。調定

額２億５千９１１万９千３３６円に対しまして、収入済額が、２億４千９４１万６千７８

円でございます。不納欠損額は５９万７千２３６円、収入未済９１０万６千２２円でござ

います。続きまして５３ページ、２１款町債でございます。調定額、収入済額同額で１９

億３５０万円でございます。町債は、前年度に比べ２億７千８００万円の増額となってお
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ります。減額分は、特定中山間の保全整備事業債、道路改良舗装事業債、公営住宅建設事

業債などですが、増額分としましては、いこいの村改築に係る観光施設整備事業債、木材

市場整備事業債などが増えております。続きまして５９ページをお開きください。今度は

歳出でございます。非常にページ数が多ので、主な事業のみ説明させていただきます。ま

た、経常経費が主な支出内容であるものについても、なるべく説明は省略させていただき

ます。はじめに、１款議会費でございますが、支出済額は１億６５９万７千５１４円でご

ざいます。２款総務費でございます。支出済額は２１億７千４６４万９千６８２円でござ

います。繰越明許費の４千６１０万１千円は、企画費のまち・ひと・しごと創生総合戦略

事業費及び庁内情報システムの強靭化事業費でございます。主な内容でございますが、次

の６１ページ、総務管理費の一般管理費でございますが、６２ページの２５節基金積立金

が８億６千７３２万９千２８９円でございますが、主な内訳でございます、備考欄の０３

財政調整基金積立金が２億５千７８１万７千１９０円、６４ページの備考欄でございます、 

 中ほどの１６減債基金積立金が３億８千９４０万８千６５３円、続きまして６６ページの

備考欄、右の上ですけれども、２９まち・ひと・しごと創生基金が１億５千４０４万５千

円、３０地区別戦略資金貸付基金が５千万円などでございます。また、６８ページの備考

欄でございますが、中ほどの０２３原田泰治絵画展開催事業費４９６万５千８６２円及び

０２４さだまさしさん出演の水曜歌謡祭生中継の協力費４６６万７千７８４円を支出して

おります。つづきまして７１ページをお開きください。一番下、企画費でございます。主

な事業としましては、７４ページの備考欄でございますが、００５地域コミュニティ再生

事業が１千４２０万２千３１円、７６ページの備考欄でございます、中ほどに０１０矢上

高校教育振興会補助金７２４万６千２５５円、７８ページの備考欄でございます、一番下

のほうでございますが、０３０まち・ひと・しごと総合戦略事業費、４千４２８万５千５

８７円などでございます。８１ページをお開きください。一番下、項が８でございますが

地域振興及び人口定住対策費でございます。主な事業は、 

地域振興及び人口定住対策費でございます。主な事業は８４ページの備考欄、００２自治

会活動補助費が２千４４２万６千９２０円、００５自治会館の整備事業費が５１２万６千

９２４円などとなっております。続きまして８５ページをお開きください。下のほう１１

目、情報政策費でございます。８８ページの備考欄の一番上でございます。００２電気通

信事業特別会計繰出金１億９千７３万８千円などでございます。目１２、生活交通確保対

策事業費ですが、９２ページの備考欄でございます。上のほう０１４、０２０でございま

すけれども、町営おおなんバスの口羽・矢上線、車庫費用も合わせて２千７０１万９千８

７０円でございます。続きまして１０１ページをお開きください。３款の民生費でござい

ます。支出済額は２６億１千１７８万１千６４５円でございます。項の１社会福祉費、目

１社会福祉総務費でございますが、福祉医療費などの経常経費が主なものでございます、

１０４ページの備考欄でございますが、まん中ほどに００３の０１で邑南町社会福祉協議



15 

 

会補助金が４千２９４万８千円、１０６ページの一番上でございます００５国民健康保険

事業特別会計繰出金が１億６千８８６万８千２０６円、１０８ページの備考欄でございま

す０２１臨時福祉給付金給付事業費が２千２４０万５千４３１円、０２５の子育て世帯臨

時特例給付金給付事業費が３９５万９千７００円などを支出しております。続きまして１

０９ページをお開きください。目の２です、社会福祉施設費でございますが、くるみ邑美

園指定管理料の他、昨年は０１２のところで愛香園の改築事業の補助金４千３３６万８千

５００円などを支出しております。続きまして１２３ページへとんでいただきます。１２

３ページ下の方です、項の２児童福祉費でございますが、児童手当等の経常経費が主なも

のでございますが、１２８ページ、３目の児童福祉施設費でございますけれども、一番下

でございます東保育所の空調設備の改修工事、２千２３０万３千８０円を支出しておりま

す。１２９ページをお開きください。項の３の生活保護費につきましても、主に経常経費

でございます。１３１ページをお開きください。４款、衛生費でございます。支出済額は

１２億７千７４４万２千７０９円でございます。項の１保健衛生費、目の１の保健衛生総

務費でございますが、これは１３４ページの備考欄、００４から００６まで簡易水道事業

特別会計、あるいは下水道事業特別会計の生活排水分、国民健康保険直営診療所事業の繰

出金などを支出しております。また、１３５ページでございますが、２目の母子保健費で

ございます、子ども医療費の３千１１９万５千４９９円をはじめ、妊婦・乳幼児健診など

の子育て支援事業を実施しております。つづきまして１４５ページへとんでいただきます。 

 目８の病院費でございます。公立邑智病院への繰出金３億３千２０万６千円を支出してお

ります。その下、５款労働費でございます。支出済額は２８９万１千７２７円でございま

す。一番下の６款、農林水産業費でございます。支出済額は１４億９千１５０万４千５７

４円でございます。繰越明許費の６千７７６万６千円でございますが、主に大雪による農

業災害復旧特別対策事業、農地費農地有効利用支援整備事業、あるいは団体営農業基盤整

備促進事業などでございます。１４９ページをお開きください。中ほど、目の３、農業振

興費でございますが、主な事業としましては、邑南町農林総合事業費が、２千９３５万７

千５９６円、１５２ページ備考欄でございますが、００３中山間地域等直接支払事業費２

億３千１８７万８千１３４円、００５、多面的機能支払い事業費１億４千８０４万５千８

７９円、１５４ページで、０１０新規就農者支援事業８１８万２千８３２円、０１１農業

担い手育成・確保支援事業３千２５７万１千７９２円では、就農支援アドバイザーの設置

や地域おこし協力隊制度を活用した、おーなんアグサポ隊事業を実施しております。１５

６ページをお開きください。右の備考欄０２２、石見ライスセンター改修事業の補助金を

２千１８０万２千円支出しております。１５７ページをお開きください。目５の農地費で

ございます。１６０ページの備考欄でございますが、００６で下水道事業の特別会計繰出

金、これは農業集落排水分です、２億９千８万８千円を支出しております。１６１ページ、

６目の農業基盤整備でございます、県営農道保全事業費負担金１千９００万円、後木屋農
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業基盤整備事業１千８８９万９千１２０円などでございます。続きまして１６５ページ、 

 項の２の目２、林業振興費でございますが、森林総合研究所造林受託事業費４千２４万９

千７円のほか、公社造林受託事業、町行造林整備事業費などでございます。また、１６８

ページの備考欄の０１０、江の川共販市場の拡張事業の繰越事業については２億４千７０

２万９千９１０円でございます。続きまして１６９ページでございます。下のほう、７款

商工費でございます。支出済額は７億１千５２６万２千８５８円でございます。１７１ペ

ージ、目２の商工業振興費でございますが、主な事業としましては、１７２ページ備考欄

の００１、農林商工等連携サポートセンター事業費、６千２９０万８千７５９円の他、町

商工会運営助成事業などでございます。１７４ページの備考欄でございますけれども、上

のほう０１１、地域住民生活等緊急支援事業費２千８２４万３千３５６円はプレミアム商

品券の発行費用でございます。続いて３目観光費でございますけど、１７８ページの備考

欄０１０の、いこいの村・霧の湯関係でございますが、その０６でございます、繰越明許

費で、いこいの村の耐震補強等事業費が４億４千６６４万４千６７２円でございます。１

７９ページをお開きください。８款土木費でございます。支出済額は８億７千６９０万４

千６９９円でございます。繰越明許費の７千５３万６千円は、豪雪対策、道路橋りょう費

の道路新設改良費、河川護岸改修、住宅建設費でございます。１８３ページに進んで頂き

まして、３目、下水道事業特別会計の特定環境保全分の操出金が、１億７千４２２万４千

円でございます。１８６ページ備考欄の一番下、００３除雪費でございます。１億１千６

７１万１千３１０円、豪雪のための前年度比で言いますと５千２８７万９千６５６円、１．

８倍の増でございます。１８７ページをお開きください。目の３、道路新設改良費でござ

います。決算額は２億５千７２万４千１２０円となっております。町道１２路線の改良工

事、防災対策工事を行っております。また、１９３ページでございますが、橋りょう新設

改良費で、橋りょうの長寿命化事業として３千９０３万７千６０９円支出しております。

続きまして１９７ページをお開きください。一番下でございます。目２、住宅建設費でご

ざいますが、森実・日南原及び布施住宅建設事業費７千９３９万４千９５０円でございま

す。続きまして１９９ページをお開きください。３目の住宅政策費でございますが、集落

振興対策助成事業に３８７万９００円、賃貸住宅建設補助事業に３千５００万円を支出し

ております。２０１ページでございますが、９款消防費でございます。支出済額は４億２

千９１９万７千１０円でございます。主に江津邑智消防組合への負担金でございます。昨

年は操法大会へ出場しております。２０３ページをお開きください。３目の消防設備費と

しまして、３千４３７万２４９円を支出しております。消防備品管理の他、防火水槽設置、

消防車庫建設事業などをやっております。２０７ページをお開きください。１０款の教育

費でございます。支出済額は９億４千８３３万１千７４５円でございます。繰越明許費の

４８８万２千円は石見東小学校改修費でございます。教育総務費の事務局費では、教育支

援センター事業、教師力向上対策事業などを実施しております。２１４ページの備考欄で
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ございます。３目、スクールバス運営費でございますが、昨年はスクールバスを更新して

おります。２１５ページ、下のほうでございます、２項小学校費でございます。学校管理

費では、各小学校の管理費の他、低学年複式支援、学習及び生活支援などの事業を実施し

ております。２２３ページへとんでいただきまして、教育振興費では、就学奨励費の他、

ふるさと教育推進事業、子ども読書活動費などを実施しております。３目の３学校建設費

として、２千５７１万６千８３０円、これは、石見東小学校及び瑞穂小学校の改修工事で

ございます。２２５ページ、中学校費でございます。２２９ページへとんでいただきまし

て、中学校費の教育振興費におきましても、就学奨励費の他、ふるさと教育推進事業、子

ども読書活動推進事業などを実施しております。項４の社会教育費でございますが、社会

教育総務費では、経常的な経費のほか、ふるさと教育事業、子育て協働プロジェクト推進

事業などを実施しております。２３７ページへとんでいただきまして、目の４、社会教育

施設費でございますが、社会教育施設の維持管理費でございますが、昨年は２３８ページ

の備考欄、００７青少年旅行村改修事業として５１５万１千６００円支出しております。

目の５、文化財保護費でございますが、埋蔵文化財発掘調査受託事業としまして久喜大林

銀山の発掘調査を継続実施しております。２４３ページをお開きください。１１款災害復

旧費でございます。支出済額は１３億４千３１５万７千９４９円でございます。繰越明許

費は、公共土木災害復旧費３１８万円でございます。２４７ページをお開きください。２

項公共土木災害復旧費は、支出済額が７億８千１１万４千３０６円でございます。２５１

ページをお開きください。１２款公債費でございます。支出済額は２０億４千３０３万２

千３３６円でございます。予備費でございますが、予備費３千万円のうち１千６３５万６

千円を予備費から、それぞれの科目に充用しております。水曜歌謡祭生中継協力費が４６

６万９千円、その他緊急の施設修繕などに充てたものでございます。続きまして、いちば

ん最後のページで、実質収支に関する調書でございます。歳入総額が１４３億７千１９２

万７千６２５円、歳出総額が１４０億２千７５万４千４４８円、歳入歳出差引額が３億５

千１１７万３千１７７円、翌年度へ繰り越すべき財源としまして、繰越明許費繰越額が４

千７４９万８千円でございます。実質収支額が３億３６７万５千１７７円でございます。 

 以上、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の認定に付すものでございます。よろ

しくお願いいたします。 

●議長（辰田直久） 説明の途中でございますが、ここで休憩に入らせていただきます。再開

は１０時５５分とさせて頂きます。 

―― 午前１０時４０分 休憩 ―― 

―― 午前１０時５５分 再開 ―― 

●議長（辰田直久） それでは再開をいたします。引き続きまして議案の説明をお願いします。

の途中でございます 

●種町民課長（種由美） 議長、番外。 
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●議長（辰田直久） 種町民課長。 
●種町民課長（種由美） 議案第９２号、平成２７年度、邑南町国民健康保険事業特別会計歳

入歳出決算の認定について、ご説明申し上げます。主な項目の説明につきましては、事項

別明細書で説明させていただきますので、最初に、歳入歳出それぞれの合計額のみ申し上

げます。決算書の３ページ・４ページをお開きください。はじめに、歳入合計でございま

すがすが、 

すが、予算現額１６億１千１１３万円に対しまして、調定額が１６億３千８３８万７千２

３７円、収入済額が、１６億１千５１２万７千５５５円、不納欠損額が、１６万２千７０

０円、収入未済額が、２千３０９万６千９８２円でございます。なお、歳入総額につきま

しては、前年度と比べ９千８６６万６千４８８円の増額、率にして６．５％の増額でござ

います。続いて、７ページ・８ページをお開きください。歳出合計でございますが、予算

現額は同額でございます。支出済額は、１６億７３万２千１４円、翌年度繰越額は無く、

不用額が１千３９万７千９８６円でございます。なお、歳出総額につきましては、前年度

と比べ９千８４１万８千１２９円の増額、率にして６．６％の増額でございます。また、

歳入歳出差引残額は、１千４３９万５千５４１円でございます。次に、主な項目につきま

して事項別明細書でご説明いたします。９ページ・１０ページをお開きください。はじめ

に、歳入でございます。１款、国民健康保険税でございますが、調定額、２億６千４０３

万２千９０６円に対しまして、収入済額が２億４千７７万３千２２４円、不納欠損額が４

件分で１６万２千７００円、収入未済額は１１２人分で２千３０９万６千９８２円でござ

います。国民健康保険税全体で、徴収率が９１．２％、前年度と比べ０．９ポイント上が

り、収入未済額は前年度と比べ、１６９万１千３２４円の減額、率にして６．８％の減少

でございます。次に、１１ページ・１２ページをお開きください。４款、国庫支出金、１

項の国庫負担金でございますが、調定額、収入済額ともに２億１千４９２万４千５７１円

でございます。療養給付費負担金につきましては、一般被保険者の療養給付費のほか、介

護納付金、後期高齢者医療支援金に対する３２％の国庫負担金でございます。高額医療費

共同事業負担金につきましては、歳出の高額医療費共同事業医療費拠出金の１/４を国が負

担するものでございます。特定健康診査等負担金につきましては、特定健診等の保健事業

に対して、国が１/３負担するものでございます。次に、２項の国庫補助金でございますが、 

調定額、収入済額ともに８千８４８万７千円でございます。次に、１３ページ・１４ペー

ジをお開きください。５款の県支出金の１項県負担金の高額医療費共同事業負担金は、共

同事業医療費拠出金の１/４を県が負担するもので、特定健康診査等負担金は、特定健診等

の保健事業に対して県が１/３負担するものでございます。合わせて９０２万２千６９８円

収入済でございます。次に、２項、県補助金でございますが、５千７５３万４千円交付を

受けております。次に、６款の共同事業交付金でございますが、これは高額医療費の保険

者負担に対する、共同事業による交付金でございまして、対象医療費の５９％が交付され
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ます。平成２７年度は３億２千７７０万９千４５５円の交付を受けております。次に、８

款の療養給付費交付金でございますが、退職者の療養給付費から退職者分の国保税を差し

引いたものが支払基金から交付されます。平成２７年度は、６千２５５万７千円の交付を

受けております。次に、１５ページ・１６ページをお開きください。９款の繰入金でござ

いますが、１項の基金繰入金につきましては、取り崩しを１千８４０万６千円行っており

ます。２項の他会計繰入金でございますが、保険基盤安定繰入金及び一般会計繰入金、合

計１億６千８８６万８千２０６円で、前年度と比べ４千３８１万７千４１６円の増額、率

にして３５％の増でございます。次に、１１款の諸収入の２項、雑入についてでございま

す。１７ページ・１８ページをお開きください。前期高齢者の一部負担金指定公費分、資

格喪失後の受診に係る保険給付返還金、第三者行為償還金、過誤調整による老人保健拠出

金還付金、超高額医療費共同事業剰余金の還付金として、１６０万５千４６９円ございま

す。次に、１２款の前期高齢者交付金でございますが、平成２７年度の概算分と平成２５

年度の確定による精算分として、４億１千８５万６千８４２円でございます。続きまして、

歳出でございます。１９ページ・２０ページをお開きください。まず、１款の総務費の１

項、総務管理費でございますが、人件費、事務費のほか、国保連合会負担金、情報システ

ム課負担金など、４千８８２万６千３９４円でございます。次に、２款の保険給付費の１

項 療養諸費でございます。８億４千９７３万６千７２５円支出となっております。２１

ページ・２２ページをお開きください。２項 高額療養費でございますが、１億１千８４

７万６千６７９円で、前年度と比べ５８１万５千１０２円の減額、率にして４．７％の減

少でございます。続きまして、２３ページ・２４ページをお開きください。３項の助産諸

費の出産育児一時金につきましては、９件で３７８万円、４項の葬祭諸費の葬祭費につき

ましては、１７件で５１万円でございます。次に、２５ページ・２６ページをお開きくだ

さい。４款の介護納付金につきましては、５千１８１万４千４６０円でございます。次に、

５款の保健事業費でございます。１項の保健事業費は、レセプトのデータ分析に基づき効

率的・効果的に保健事業を実施することを目的とした国保ヘルスアップ事業等で、７１８

万１千６４７円支出しております。２７ページ・２８ページをお開きください。２項の特

定健康診査等事業費でございますが、特定健診やドックの委託事業のほか、健診データの

管理、啓発活動などについて、１千２０１万９千８８６円支出でございます。次に、６款

の共同事業拠出金でございますが、高額医療費が急激に増加した場合に保険者の負担を緩

和するため共同事業を行っております。これはその事業への拠出金でございます。３億１

千４８５万２千５５８円でございます。次に、２９ページ・３０ページをお開きください。 

９款の諸支出金でございますが、１項償還金及び還付加算金につきましては、一般被保険

者保険税還付金、１７９件、退職被保険者等保険税還付金、６件でいずれも遡って資格喪

失、所得更正、過誤納があったことによる還付でございます。返還金、償還金合わせて２

千７５５万６千５４７円でございます。なお、予算不足の対応として、補正予算が困難で
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ございましたので、一般被保険者保険税還付金の一部につきまして、予備費を充用させて

いただいております。次に、３項の操出金でございます。３１ページ・３２ページをお開

きください。直営診療所事業特別会計繰出金でございますが、特別調整交付金のへき地診

療所運営費分として交付がありました、９２４万５千円を繰出しております。続いて、１

０款の後期高齢者支援金等でございます。１億５千５２７万１千６１７円でございます。 

次に、予備費でございますが、先ほどご説明いたしましたように、一般被保険者保険税還

付金に１９３万９千円充用させていただいております。最後のページをお開きください。 

実質収支に関する調書でございますが、歳入総額が、１６億１千５１２万７千５５５円、

歳出総額が、１６億７３万２千１４円、歳入歳出差引額が、１千４３９万５千５４１円、

翌年度へ繰り越すべき財源はございませんので、実質収支額は、同額の１千４３９万５千

５４１円でございます。続きまして、議案第９３号、平成２７年度、邑南町国民健康保険

直営診療所事業特別会計歳入歳出決算の認定について、ご説明申し上げます。決算書の１

ページ・２ページをお開きください。はじめに、歳入合計でございます、予算現額、６千

４２７万５千円に対しまして、調定額が６千２２５万１千３０１円、収入済額は同額で、

収入未済額はございません。なお、歳入総額につきましては、前年度と比べ１千２２３万

５千７６５円の減額、率にして１６．４％の減少でございます。続いて、３ページ・４ペ

ージをお開きください。歳出の合計でございますが、予算現額は同額でございます。支出

済額が５千６５３万９千３９２円、翌年度繰越額はなく、不用額が７７３万５千６０８円

でございます。なお、歳出総額につきましては、前年度と比べ１千３８８万６千７００円

の減額、率にして１９．７％の減少でございます。また、歳入歳出差引残額は５７１万１

千９０９円でございます。主な項目につきましては、事項別明細書でご説明いたします。

５ページ・６ページをお開きください。まず、歳入でございます。１款、診療収入１項の

外来収入でございますが、１千８７０万９千６６１円で、前年度と比べ９８万９千１９６

円の減額、率にして５．０％の減少でございます。次に、３款繰入金、２項の他会計繰入

金でございます。７ページ・８ページをお開きください。一般会計繰入金につきましては、

２千７６９万１千１６７円、事業会計繰入金につきましては、国民健康保険事業特別会計

でご説明いたしました特別調整交付金算入分として、９２４万５千円でございます。次に、

５款諸収入、１項の雑入でございますが、６８万４千７４０円でございます。次に、６款

県支出金、２項の県補助金でございます。これは、へき地診療所設備整備事業で阿須那診

療所の自動血球計数測定装置を購入しましたので、県から１／２の補助として、１７２万

８千円交付を受けております。続きまして、歳出でございます。１１ページ・１２ページ

をお開きください。まず、１款総務費、１項の施設管理費でございますが、町内３地域に

あります阿須那診療所、井原診療所、日貫診療所の管理費合わせて、４千６４８万５千２

５９円でございます。続いて、１３ページ・１４ページをお開きください。２款の医業費

でございますが、同じく３地域の診療所につきまして合わせて、１千５万４千１３３円で
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ございます。予備費の使用はございません。最後のページをお開きください。実質収支に

関する調書でございますが、歳入総額が６千２２５万１千３０１円、歳出総額が５千６５

３万９千３９２円、歳入歳出差引額が５７１万１千９０９円、翌年度へ繰り越すべき財源

はございませんので、実質収支額は同額の５７１万１千９０９円でございます。続きまし

て、議案第９４号、平成２７年度邑南町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定

について、ご説明申し上げます。決算書の１ページ・２ページをお開きください。はじめ

に、歳入合計でございますが、予算現額、３億５千４１４万１千円に対しまして、調定額

が、３億５千６３８万６千１６６円、収入済額が、３億５千５８６万９千５９６円で、収

入未済額が、５１万６千５７０円でございます。なお、歳入総額につきましては、前年度

と比べ２３５万６千１４０円の増額、率にして０．７％の増でございます。続いて、３ペ

ージ・４ページをお開きください。歳出の合計でございますが、予算現額は同額でござい

ます。支出済額が３億４千９５０万６千３９２円、翌年度繰越額はなく、不用額が４６３

万４千６０８円でございます。なお、歳出総額につきましては、前年度と比べ８０万２千

５２４円の減額、率にして０．２％の減少でございます。また、歳入歳出差引残額は６３

６万３千２０４円でございます。主な項目につきましては、事項別明細書でご説明いたし

ます。５ページ・６ページをお開きください。はじめに、歳入でございます。１款の後期

高齢者医療保険料でございますが、特別徴収保険料につきましては、年金から天引きされ

るもので、普通徴収保険料につきましては、納付書、口座振替により直接納付するもので

ございます。合わせて、９千１６４万１千４９０円でございます。なお、保険料全体では、

徴収率が９９．４％で、収入未済額は、５９件で５１万６千５７０円でございます。次に、

３款の保健事業委託金でございます。後期高齢者の健康診査を後期高齢者医療広域連合か

ら委託され、２４２万６千７６３円を収入しております。続きまして、４款繰入金、１項

の一般会計繰入金でございます。事務費繰入金、保険基盤安定繰入金、療養給付費負担金

繰入金を合わせまして２億５千４２３万９千１２８円でございます。７ページ・８ページ

をお開きください。６款諸収入でございますが、４３５万７千６７５円収入しております。

９ページ・１０ページをお開きください。歳出でございます。まず、１款の総務費、１項

の総務管理費でございますが、情報システム課負担金ほか事務費が、１９３万１３３円で

ございます。次に、２款の後期高齢者医療広域連合納付金でございますが、保険料負担金、

保険基盤安定負担金、療養給付費負担金、合わせて３億４千４９５万１千３３１円でござ

います。次に、３款の保健事業費でございますが、健診事業として２２８万５０８円でご

ざいます。次に、１１ページ・１２ページをお開きください。予備費は、使用しておりま

せん。最後のページをお開きください。実質収支に関する調書でございますが、歳入総額

が、３億５千５８６万９千５９６円、歳出総額が、３億４千９５０万６千３９２円、歳入

歳出差引額が、６３６万３千２０４円、翌年度へ繰り越すべき財源はございませんので、

実質収支額は同額の、６３６万３千２０４円でございます。以上、３会計につきまして、
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それぞれ地方自治法第９６条第１項の規定により議会の認定に付すものでございます。よ

ろしくお願いいたします。 

●林田水道課長（林田知樹）  議長、番外。 

●議長（辰田直久）  林田水道課長。 

●林田水道課長（林田知樹）  議案第９５号、平成２７年度、邑南町簡易水道事業特別会計

歳入歳出決算の認定につきましてご説明申し上げます。決算書の１ページをお開きくださ

い。１ページから４ページまでは歳入歳出の決算書でございます。詳細は事項別明細書で

説明させていただきますので、ここでは合計額のみ申し上げます。歳入の予算現額は６億

５千４８５万４千円、調定額は６億５千９１９万７千４８９円、収入済額は６億５千６６

６万６千４３３円、収入未済額は２５３万１千５６円でございます。３ページをお開きく

ださい。歳出でございますが、予算現額は歳入と同額の６億５千４８５万４千円でござい

ます。支出済額は６億５千２１０万７千３８２円、不用額は２７４万６千６１８円でござ

います。歳入歳出差引残額は４５５万９千５１円でございます。次に決算書の内容につき

まして、事項別明細書で説明申し上げます。５ページをお開きください。歳入でございま

す。１款、分担金及び負担金の収入済額は１６６万３千２００円で、内訳は水道新規加入

分担金でございます。２款、使用料及び手数料でございます、調定額２億１千２３２万１

１６円に対し、収入済額は２億９７８万９千６０円、収入未済額は２５３万１千５６円で

ございます。使用料の収納率は９８．８％となっております。３款、国庫支出金の、収入

済額は４千１８０万２千円でございます。これは簡易水道統合遠隔監視システム改良事業、

簡易水道基幹改良事業の補助金でございます。５款、繰入金でございますが、一般会計繰

入金は、２億４千３９万８千円でございます。７ページをお開きください。６款、繰越金

は２９１万７千９５０円でございます。７款、諸収入でございます、収入済額は２８万１

千１３６円でございます。主なものといたしまして、公用車損害共済金２８万８６円でご

ざいます。８款、町債でございますが、収入済額は１億５千９８０万円で、内訳は簡易水

道建設事業債１億３千６７０万円、公営企業会計法適用事業２千３１０万円でございます。

９ページをお開きください。１款、総務費の支出済額は１億５千１６１万４千８８２円で

ございます。主なものについてご説明いたします。１１節、需用費３千万５９１円、施設

の電気代と修繕料が大半を占めております。１２節、役務費１千４０２万４千８１９円、

水質検査手数料と遠方監視用の通信費が主なものでございます。１３節、委託料２千５７

５万６３４円、内訳は浄水施設や監視システム等の保守点検委託料が２４９万３千７７４

円、検針委託料４５３万８千３００円、管路診断調査委託料１４０万４千円、公営企業会

計法適用事業で、法適用化準備支援業務４３５万４千５６０円、公営企業電算システム構

築業務１千２９６万円でございます。１５節、工事請負費は１６１万８千１６４円で、量

水器の取替工事費等でございます。２７節、公課費は９１５万５千６００円でございます

が主に消費税です。２款、簡易水道事業費でございますが、支出済額は１億７千８８１万
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４１７円でございます。１１ページをお開きください。簡易水道事業費の主なものは１３

節、委託料８１８万６千４００円、水道工事にかかる測量設計業務委託料でございます。

１５節、工事請負費１億６千７１１万７千４０円で、これは簡易水道統合事業や簡易水道

基幹改良事業の工事費でございます。３款、基金積立金は１千１万５千８７円でございま

す。１３ページをお開きください。４款、公債費が３億１千１６６万６千９９６円でござ

いますが、償還元金が２億３千７１５万８千９６７円、償還利子が７千４５０万８千２９

円でございます。９８款、予備費でございますが、総務費の一般管理費、賃金へ７千円を

充用しております。これは、平成２８年１月の雪害による漏水確認でございます。１ペー

ジおめくりください。実質収支に関する調書でございます。歳入総額が６億５千６６６万

６千４３３円、歳出総額が６億５千２１０万７千３８２円、歳入歳出差引額また実質収支

額とも４５５万９千５１円でございます。続きまして、議案第９６号、平成２７年度、邑

南町下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定につきまして、ご説明申し上げます。決算書

の１ページをお開きください。１ページから４ページまでは歳入歳出の決算書でございま

す。詳細は事項別明細書で説明させていただきますのでここでは合計額のみ申し上げます。

歳入の予算現額は９億２千７９８万９千円、調定額は９億３千８３万３千８２６円、収入

済額は９億２千８５３万６千３７円、収入未済額は２２９万７千７８９円でございます。

３ページをお開きください。歳出でございますが、予算現額は歳入と同額の９億２千７９

８万９千円でございます。支出済額は９億１千３９０万６千５０３円、不用額は１千４０

８万２千４９７円でございます。歳入歳出差引残額は１千４６２万９千５３４円でござい

ます。次に決算書の内容につきまして、事項別明細書で説明申し上げます。５ページをお

開きください。歳入でございます。１款、分担金及び負担金の収入済額は７０８万円でご

ざいまして、内訳は衛生費分担金が２４０万円、農林水産業費分担金が１６０万円、土木

費分担金が３０８万円でございます。収入未済額は５９万円でございます。２款、使用料

及び手数料でございます。調定額１億６千８５８万９８３円に対し、収入済額は１億６千

６８７万３千１９４円、収入未済額は１７０万７千７８９円でございます。これは、生活

排水処理、農業集落排水、下水道の使用料等でございます。収納率は９９．０％でござい

ます。７ページをお開きください。３款、国庫支出金でございます。収入済額は１千４１

０万２千円、これは合併処理浄化槽整備事業に５３０万円、長寿命化策定業務に８８０万

２千円の国庫補助金でございます。６款、繰入金でございます。収入済額は５億４千３０

３万円で、下水道事業、農業集落排水事業、生活排水処理事業への一般会計繰入金でござ

います。９ページをお開きください。７款、繰越金は収入済額９３１万１千６６０円でご

ざいます。８款、諸収入でございます。収入済額は４９２万４千４２７円、これは市木地

区農業集落排水地内における移転補償費でございます。９款、町債でございます。収入済

額は１億８千３２０万円で、これは合併処理浄化槽整備にかかる生活排水処理事業債と、

生活排水処理事業、農業集落排水事業、下水道事業にかかる資本費平準化債でございます。
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続きまして１１ページをお開きください。歳出でございます。１款、衛生費の支出済額は

８千６１２万８千６１１円でございます。生活排水処理事業、一般管理費は６千５６７万

１千６０６円でございます。主なものとしまして、１１節、需用費が９２４万４千７０１

円で、浄化槽の電気代と修繕料などでございます。１２節、役務費は２千８５３万８００

円でございます。これは汚泥引き抜き手数料が主なものでございます。１３節、委託料は

１千９７５万９千６８０円、浄化槽の管理委託料でございます。次に、生活排水処理事業

費は２千４５万７千５円でございます。主なものは、１５節、工事請負費が１千９８０万

２千１６円でございます。これは合併処理浄化槽１２基にかかる設置工事費でございます。

２款、農林水産業費でございますが、農業集落排水事業一般管理費の支出済額は９千９７

２万６千１６２円でございます。１３ページをお開きください。主なものは１１節、需用

費が３千４０９万４３２円で、これは処理施設の電気代と修繕料が主なものでございます。

１２節、役務費は１千３８２万２千６０９円、汚泥引き抜き手数料が主なものでございま

す。１３節、委託料は１千７３４万９千８２０円で、処理場の管理委託料でございます。

１５節、工事請負費６０６万１千９２１円は、市木地区集落排水地内、主要地方道田所国

府線橋梁架け替えによる転架工事でございます。３款、土木費でございますが、下水道事

業一般管理費の支出済額は１億３千８万２３７円でございます。主なものといたしまして、

１１節、需用費が１千６５８万７３４円で、これは処理施設の電気代と修繕料が主なもの

でございます。１３節、委託料３千３９２万３１６円で、処理施設等の管理委託料でござ

います。２７節、公課費は３２３万６千１００円で消費税でございます。１５ページをお

開きください。下水道整備費の支出済額は４千４３８万８千円でございます。１３節委託

料、１千７６０万４千円は長寿命化計画策定業務、１５節工事請負費、２千６７８万４千

円は石見浄化センター改修工事でございます。４款、基金積立金は２千１万４千７５６円

でございます。５款、公債費、５億７千７９５万６千７３７円でございます。償還元金は

４億５千５５４万５千４４６円、償還利子は１億２千２４１万１千２９１円でございます。

１７ページをお開きください。９８款、予備費の充用はございません。最後のページをお

開きください。実質収支に関する調書でございます。歳入総額が９億２千８５３万６千３

７円、歳出総額は９億１千３９０万６千５０３円で、歳入歳出差引額また実質収支額とも、

１千４６２万９千５３４円でございます。以上、地方自治法第９６条第１項の規定により、

議会の認定に付するものでございます。よろしくお願いいたします。 

●服部総務課長（服部導士） 議長、番外。 

●議長（辰田直久） 服部総務課長。 

●服部総務課長（服部導士） 議案第９７号、平成２７年度邑南町電気通信事業特別会計歳

入歳出決算の認定について、ご説明いたします。決算書の１ページをお開きください。１

ページから４ページまでが歳入歳出の決算書でございますが、主な事業の項目につきまし

ては、事項別明細書でご説明いたしますので、ここでは総額のみを申し上げます。歳入で
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ございますが、予算現額４億８千４４５万６千円、調定額４億８千８２４万２千６５２円、

収入済額４億８千７５１万８千５８３円、収入未済額が７２万４千６９円でございます。

３ページ４ページをお開きいただき、歳出でございます。予算現額は歳入と同額、支出済

額４億７千８２６万７千９３円、不用額６１８万８千９０７円、歳入歳出差引残額は９２

５万１千４９０円でございます。続きまして、事項別明細書で主なものをご説明いたしま

す。５ページ６ページをお開きください、まず歳入でございます。１款の分担金及び負担

金の情報通信施設負担金が３１４万７千円でございます。これは新規の施設加入負担金と

引き込み工事負担金でございます。次に、２款の使用料及び手数料でございますが、使用

料の情報通信施設使用料は基本チャンネルの利用料やインターネットの利用料などで、手

数料と合わせ合計で２億２千８７３万７千６９５円でございます。次に、７ページ８ペー

ジをお開きいただき、中ほど６款の繰入金でございます。基金繰入金が３千３８０万９千

円、一般会計繰入金が１億９千７３万８千円、合計で２億２千４５４万７千円となってお

ります。次に、８款諸収入の雑入でございますが、全体で８２７万７千４円となっており

ます。この主なものですが、ＮＨＫの団体一括手数料、９ページ１０ページをお開きいた

だき、災害等の保険給付金、工事などの支障移転に係る補償費、また、おおなんケーブル

テレビから平成２６年度の委託料返還金として３００万円受けております。次に、９款の

町債でございますが、自主放送自動送出装置の購入と広域ネットワーク機器の購入のため

１千３７０万円借り入れております。次に、１１ページ１２ページをお開きいただき歳出

でございます。１款総務費の一般管理費でございますが、２億６千５５７万５千４５８円

となっております。この主なものは、職員給与費に係る人件費のほか、１３節の委託料が

インターネットとＩＰ電話に係るサービス業務委託、各種機器等の保守料と、おおなんケ

ーブルテレビへの業務委託などで、総額１億１千８５７万２千６６円、１４節の使用料及

び賃借料がサーバー等機器のリース料、ＩＰ電話回線の使用料、ＮＨＫの受信料などで、

総額９千４９万４千６１３円、１５節の工事請負費が災害復旧工事、支障移転工事、加害

復旧工事などで、総額１千６１０万１千５４４円、１８節の備品購入費が自主放送編集機

で６６万９６０円、２７節の公課費が消費税で１千６７万４千７００円でございます。次

に、１３ページ１４ページをお開きいただき、中ほどの２款の電気通信事業費でございま

すが、放送設備整備事業費として自主放送自動送出装置の購入と、広域連携ネットワーク

機器整備事業として機器の購入で合計１千８４９万５千円でございます。次に３款の基金

積立金でございますが、１千１４８万６千５５円積み立てております。次に、１５ページ

１６ページをお開きいただき、４款の公債費でございますが、元気な地域づくり交付金の

補助残の借入金などの元利償還金として１億８千２７１万５８０円でございます。最後の

ページをお開きください。実質収支に関する調書でございますが、歳入総額が４億８千７

５１万８千５８３円、歳出総額が４億７千８２６万７千９３円、歳入歳出差引額が９２５

万１千４９０円でございまして、実質収支額は同額となっております。以上、平成２７年
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度邑南町電気通信事業特別会計歳入歳出決算の認定につきまして、地方自治法第９６条第

１項の規定により議会の議決を求めるものでございます。よろしくお願いします。 

～～～○～～～ 

（決算審査の報告） 

●議長（辰田直久） 決算審査の報告。監査委員から、平成２７年度邑南町各会計歳入歳出 

決算審査意見書が提出されております。審査結果について監査委員の説明を求めます。 

○實田監査委員 議長、番外。 

●議長（辰田直久） 實田代表監査委員。 

○實田監査委員 平成２７年度邑南町各会計歳入歳出決算審査の報告を行います。審査に

あたりましては、決算が正確に行われているかは、言うまでもございませんが、平成２

７年度の邑南町の財政はどのようになったのか、また２７年度の事業の成果や、どうい

う問題点があるのかを念頭に置きまして審査を行い、意見を書かせて頂きました。講評

につきましてはかなりのボリュームがありますので、時間もまた限られておりますので

所々割愛をさせて頂いたり、付け加えをさせて頂いて報告をさせて頂ければと思ってお

ります。それでは意見書をご覧ください。平成２７年度邑南町各会計歳入歳出決算審査

意見書、地方自治法第２３３条第２項の規定により、審査に付された平成２７年度、邑

南町各会計歳入歳出決算及び証書類、その他政令で定められた書類の審査を終了いたし

しましたので次のとおり意見を付します。平成２８年８月２５日邑南町監査委員實田譲、

邑南町監査委員中村昌史、邑南町長石橋良治様、１ページをお開きください。各会計歳

入歳出決算審査意見、審査の対象は各会計歳入歳出決算書並びに関係諸帳簿、証書類は

下記の一般会計と、六つの特別会計及び附属書類でございます。審査の期間は、７月の

２５日から８月１２日まで、１４日間であります。審査の方法は、この決算審査にあた

り、町長より審査に付された決算報告書に基づき計数を確認するとともに、その会計処

理が適正確実に行われたかどうかを検証するため会計帳票及び関係証書類との照合等審

査を実施いたしました。審査の結果でございますが、審査に付された各会計歳入歳出決

算書及び附属書類の計数は、関係諸帳簿、証書類等を点検審査した結果、いずれも決算

計数に相違なく、適正に執行されたものと認めました。また、審査の結果の詳細は以下

のとおりでございます。なお、審査の調査資料の内、一部の統計表において千円未満の

端数処理に伴い集計額と誤差がありますので、念のために申し添えておきます。２ペー

ジでございます。決算の概況、はじめにと言うことで、平成２７年度は、災害の早期復

旧と安心・安全なまちづくりや日本一の子育て村、Ａ級グルメ立町の推進などを当初予

算編成における重点項目にかかげ、事業をおこないました。平成２７年度に発生した災

害復旧事業については、一部を平成２８年度への繰越事業としておりましたが、８・２

４災害の復旧事業につきましては完了となり、災害復旧対策室は解散をされました。ま

た、まち・ひと・しごと創生総合戦略事業がはじまり、全国的に地方創生の元年ともい
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える年となりました。下の表でございますが、合併直後の１７年度との比較においては、

地方債は９６億円減少しております。また積立金は、２２億５千２００万円増加をして

おります。３ページでございます。普通会計一般会計の概要、決算の概要は表のとおり

でございます。審査結果でございますが、平成２７年度の一般会計の歳入総額は、地方

交付税、国・県の支出金及び繰入金の減少により、１４３億７千１９２万７千円、前年

度比３．５％減少、歳出は、江の川共販市場拡張事業及び災害復旧事業の繰り越しや、

いこいの村しまね耐震補強事業などにより、総額は１４０億２千７５万４千円、前年度

比０．６％の増加となりました。また電気通信事業特別会計の概要は下記のとおりでご

ざいます。５ページをお開きください。財政状況、普通会計の決算状況は表のとおりで

ございます。また財政指標等の状況も表のとおりでございます。審査結果でございます

が、標準財政規模が平成２６年度と比較しますと、１億２千万円減少しております。主

な要因は、平成２７年度から始まった普通交付税の合併算定替えの漸減によるものであ

ります。経常収支比率は０．４ポイント悪化して、９４．４％となっております。主な

要因は普通交付税の減少によるものであります。積立金は、７億８千万円増加となって

おります。主な要因は、施越分の過年発生補助災害復旧事業費負担金の収入を財政調整

基金に積み増したことや、平成２６年度の歳計剰余金を減債基金へ積み立てを行ったこ

となどにより増加をいたしました。また、地方債につきましては、繰上償還１億５千万

円を含め償還額が発行額を１億５千４百万円上回り減少となっております。６ページで

ございます。普通会計歳入状況、自主依存財源別でございます。概要は表のとおりでご

ざいます。自主財源において、昨年度比４．７％増加、依存財源は５．２％減少となり、

改善をされております。審査結果でございます。普通会計の歳入総額が減少しておりま

す。８・２４災害の復旧事業が平成２７年度をもって完了し、事業費の減少などで、国

庫支出金の減少や財政調整基金の取り崩しがなかったことが主な要因であります。自主

財源の増加要因は、前年度からの繰越金４億４千７４２万円が増加したためであります。

また、依存財源の減少要因については、地方交付税、国・県の支出金の減少に伴うもの

でございます。審査意見でございます。使用料などの収入が増加し、未収金が大きく減

少し改善がみられるも、依然として依存財源に頼る体質にはかわりなく、一層の改善が

望まれます。７ページでございます。普通会計歳出状況、性質別経費の概要は表のとお

りでございます。審査結果でございますが、８・２４災害の復旧事業量が平成２６年度

より減少したため事業費が減額となりました。積立金は、減債基金、財政調整基金とも

に取り崩しを行わず、平成２６年度の歳計余剰金の処分による積み立てや施越分過年発

生補助の災害復旧事業費負担金相当額の積み戻しにより増加をいたしました。とんで１

０ページをお開きください。財産の管理状況、平成２７年度中に取得、減少した主な財

産は、行政財産土地で、邑南町木質バイオマスチップ製造施設用地取得ほか下記のとお

りとなっております。また地上権ほか下記のものについては大きな変動はございません。
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１２ページをお開きください。現地踏査、実施日は平成２８年７月２７日、１日間、平

成２７年度の施行の６事業６カ所を踏査をいたしました。一つ目は、公営住宅布施団地、

二つ目は、木質バイオマス利用施設等整備事業、三つ目は、いこいの村耐震補強工事及

び関連工事、四つ目は、断魚渓遊歩道等整備工事、五つ目は、青笹川２・３号箇所河川

災害復旧工事、六つ目は、日貫簡易水道改良工事、審査意見でございますが、事業は現

状から必要に応じたもの、これから先を見据えたもの、何れの事業も適切に執行されて

おりました。１６ページでございます。普通会計審査意見、財政運営について、でござ

います。平成２７年度においては、普通地方交付税の合併算定替えの漸減が始まり、減

額により標準財政規模が縮減となった。また、経常収支比率も普通交付税の減少等によ

り悪化をいたしました。一方、地方債の額は年々減少していることや、積立金は今年度

増額ができ、現時点において財政に支障はないものと思慮しております。町の歳入財源

である町税等の未収金は、ここ近年大口先の加重により増加してまいりましたが、今年

度は大口先の解決が進んだことや職員の努力もあり、２千６２０万６千円と大きく減少

いたしております。財政事務についてでございます。予算の流用は、節間、節内を合わ

せ、１，６９６件で１億６千９５６万円となっております。予備費の充当は、１３件で

１千６３５万円となっております。予算の流用、予備費の充当ともに適正に扱われてお

りました。不用額については、普通会計で３億７千万円となっております。主なものは、

繰越事業にかかる繰越明許費、予備費や電気、燃料費の値下がりによる需用費の不用額

などで事業の執行を怠ったものではないことを認めました。１８ページをお開きくださ

い。公営事業会計、国民健康保険事業特別会計、決算の概要は表のとおりでございます。

保険税の収入未済額は２千３０９万７千円となり、対前年度比６．８％減少しておりま

す。審査意見でございますが、医療費は、引き続き一般被保険者分が高い医療費水準に

あるため、基金取り崩し及び一般会計からの繰入により補てんしている状況であり、税

率の改定を含め今後の運営には慎重に対応していただきたいと思います。また保険財政

基盤の厳しさは続くものと見込まれるため、医療費の動向を注視するとともに医療費の

削減を図り、保険基盤の安定に努められたいとおもいます。そのためにも、生活習慣病

対策や特定健康診査及び保健指導等の保健事業の充実や、健康の保持増進疾病の重症化

予防に努められたいとおもいます。１９ページでございます。国民健康保険直営診療所

事業特別会計は、下記のとおりとなっております。２０ページでございます。後期高齢

者医療事業特別会計は下記のとおりとなっております。２１ページでございます。簡易

水道事業特別会計。決算の概要は表のとおりでございます。審査結果でございますが、

普及率は約８２．８％となっております。また、漏水による有収率は、７２．３％で、

寒波による凍結や老朽化の影響により２．２ポイント悪化しております。審査意見でご

ざいますが、有収率は依然として非効率となっているので改善されたいとおもいます。

さらに平成２９年度からは、上水道事業になり地方公営企業法が適用され、企業会計原
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則に基づく独立採算制が求められる公営企業となりますので、老朽化にともなう施設の

改修や更新、維持管理体制の見直しなど急いで取り組んで頂きたいと思っております。

２２ページ、下水道事業特別会計は下記のとおりとなっております。２３ページ、平成

２７年度、財政健全化審査意見書。審査結果でございますが、健全化の判断比率は下記

の４つの比率でございます。個別意見ですが、赤字はありませんので、実質赤字、連結

実質赤字比率については、該当する数値はございません。実質公債費比率でございます。

平成２７年度の実質公債費比率３か年平均は１５．５％となっており、平成２６年度の

算定分の１６．２％三か年平均でございますが、と比較して０．７ポイント改善されて

おります。単年度の比率は、平成２５年度が１６．８％、平成２６年度が１５．９％、

平成２７年度が１４％と改善の方向に向かっております。平成２７年度の数値の改善に

ついては、分子となる地方債の元利償還金や公営企業に要する経費の財源とする地方債

の償還の財源に充てたと認められる繰入金が前年度に比べ減少したこと等でございま

す。平成１８年度より行っている起債の計画的発行の効果もありまして、元利償還金が

漸減することにより今後も単年度比率における分子は徐々に低下していくものとみられ

ますが、計画外の発行である豪雨災害にかかる災害復旧事業債の元金償還が平成２８年

度から始まりますので、基準財政需要額への算入等を含め比率の動向に注意をされたい

とおもいます。また、平成２７年度から始まっている市町村合併における交付税の特例

措置の減額は、分母を押し下げることとなりますために、これらを踏まえ今後の財政運

営には気をつけていただきたいというふうに思います。早期健全化基準は２５％となっ

ております。なお、全国の市区町村平均は、８．０％となっております。将来負担比率

についてでございます。私はこの比率が、自治体が抱えている全体の負の比率を表して

いることから、一番大事な比率だと思っております。平成２７年度の将来負担比率は、

１２７．５％となっており、平成２６年度算定分の１４５．８％と比較して１８．３ポ

イント改善をしております。これは、分子における普通会計に係る地方債の現在高や債

務負担行為に基づく支出予定額などが減少したためであります。将来負担比率は、早期

健全化基準の３５０．０％を下回っておりますが、全国の市区町村平均４５．８％と比

較した場合には高い数値となっております。ここには書いておりませんが、平成２７年

度の１２７５．５％は標準財政規模等の年間の歳入額の１年３ヶ月超にあたります、私

は１００％が一つのボーダーラインではないかと思っておりまして、１年以内に１００

％を下回るよう、健全化に努力されたいと思います。是正改善を要する事項、昨年度は、

実質公債費比率は悪化、将来負担比率は改善となりましたが、本年度は実質公債費比率、

将来負担比率ともに改善となりました。いずれも分子対分母の比率で、分子を構成する

大きな要素は、実質公債費比率は地方債の元利償還金、将来負担比率は地方債現在高で

あり、その増減は長期にわたっての財政運営の結果であります。日本一の子育て村が町

の重点施策となっており、将来世代への負担を軽減させるためにも、適切な起債発行に
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努められたいと思います。また、分母となる標準財政規模につきましては、平成２７年

度より地方交付税の漸減が始まっており、来年度以降の決算においては段階的に小さく

なっていくことが予想されます、そのためにも、適切な財政計画の立案及びその計画に

沿った財政運営が必要であると考えております。２５ページでございます。平成２７年

度簡易水道事業特別会計経営健全化審査意見書並びに２６ページの平成２７年度、下水

道事業特別会計経営健全化審査意見書でありますが、いずれも資金不足はありませんの

で、該当する数値はございません。２７ページでございます。基金運用状況審査意見書。

審査の対象は下記の７つの定額運用基金であります。一つ目は、土地開発基金、二つ目

は、地区別戦略資金貸し付け基金、三つ目は、高額療養費貸付基金、四つ目は、文化芸

術振興基金、五つ目は、奨学基金、六つ目は、医療福祉従事者確保奨学基金、七つ目は、

農林業後継者育成奨学基金であります。運用あたっては下記のとおりとなっております

のでご覧ください。３０ページでございます。最後に決算審査のまとめでございます。

平成２７年度は、８・２４災害の復旧事業は完了して、災害復旧対策室は解散をいたし

ました。一方、国の地方創生事業として、まち・ひと・しごと創生総合戦略事業が新た

な事業として展開されることとなりました。また、災害の早期復旧と安心・安全なまち

づくりや、日本一の子育て村、Ａ級グルメ立町の事業は前年度から引き続いて重点項目

にかかげ事業を行っております。事業は遅延もなく執行され、災害復旧事業や定住対策

事業をはじめ多くの事業に成果があらわれております。また、財政においては、実質公

債費比率や将来負担比率が地方債の元利償還金や現在高等によって改善されておりま

す。一方、経常収支比率は、普通交付税の減額から標準財政規模が縮減となり悪化とな

りました。財政状態を示す比率は、全国平均から見ると、まだ高い水準にあり、一層の

改善が望まれます。しかし、地方債は年々減少して、積立金は積み増しされており現時

点において支障はなきものと思慮しておりますが、今後、交付税の減額が見込まれるこ

とや、自主財源であります町税収入は、地方の町村が抱えている低水準にあることから、

起債の活用による事業の推進となりますが、起債の発行については計画的になされるこ

とや、普通建設事業費など事業のあり方を含め、検討して適切な財政計画の立案と計画

に沿った財政運営に努めて頂きたいと思っております。以上でございます。 

●議長（辰田直久） 以上で決算審査結果の報告は終了いたしました。ここで休憩に入らせ 

ていただきます。再開は午後１時２０分とさせて頂きます。 

―― 午後０時０８分 休憩 ―― 

―― 午後１時２０分 再開 ―― 

●議長（辰田直久） 再開をいたします。引き続きまして議案の説明をお願いします。 

●石橋町長（石橋良治） 議長、番外。 

●議長（辰田直久） 石橋町長。 

●石橋町長（石橋良治） 議案第９８号から議案９９号までの提案理由をご説明申し上げま
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す。まず、議案第９８号、邑南町町営住宅管理条例の一部改正についてでございますが、布

施住宅の新設に伴い条例の一部改正を行うものでございます。次に、議案第９９号、邑南町

鳥獣被害対策実施隊の設置に関する条例の一部改正についてでございますが、活動手当支給

区分変更に伴い条例の一部改正を行うものでございます。以上、詳細につきましては、それ

ぞれ担当課長から説明させますので、よろしくお願いします。 

●土﨑建設課長（土﨑由文） 議長、番外。 
●議長（辰田直久） 土﨑建設課長。 
●土﨑建設課長（土﨑由文） 議案第９８号、邑南町町営住宅管理条例の一部改正について、

ご説明申し上げます。このたびの改正は、新たに布施団地に１棟２戸の住宅を建設致しま

すので、住宅管理条例の別表を改めるものでございます。新旧対照表の改正後の欄をご覧

下さい。現行の別表の下欄に次の１行を追加致します。団地名、布施、所在地、邑南町布

施４７５番地、建設年度、平成２８年度、戸数、２、構造階数、木造平屋、規模、２ＤＫ、

改正文にお戻りください。改正後の条例は、公布の日から施行するとしております。以上、

邑南町町営住宅管理条例の一部を改正したいので、地方自治法第９６条第１項の規定によ

り議会の議決を求めるものでございます。 

●植田農林振興課長（植田弘和） 議長、番外。 
●議長（辰田直久） 植田農村振興課長。 
●植田農林振興課長（植田弘和） 議案第９９号邑南町鳥獣被害対策実施隊の設置に関する条

例の一部改正について説明申し上げます。新旧対照表をご覧下さい。この度の改正は、条

例第８条に定める手当の支給に関する部分でございまして、現行では職務に従事する場に

おいて支給すると定めておりますが、これを第３条に定める職務に従事した場合は、別に

定める活動報告書に基づき支給すると改めるものでございます。また、第２項では費用弁

償の支給について、特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例第４条

第２項に規定する別表の費用弁償を支給すると定められておりますが、これを別表第２の

費用弁償を支給すると改めるものでございます。また第８条第1項により定める別表におい

て、現行では被害調査、生息状況調査、被害防除、ワナによる捕獲の4つに区分していた職

務をひとつに統合し、単位を半日とし、手当の額を２，４００円に一本化することとして

おります。銃による捕獲は、現行で半日を単位に手当の額を４，８００円としております

が、職務を捕獲要請に基づく銃の使用に限定し、単位は半日としていたものを出動１回に

つきと改めるものでございます。なおこの条例の施行期日につきましては、平成２８年１

０月１日からとしております。以上、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決

を求めるものでございます。よろしくお願いいたします 

●石橋町長（石橋良治） 議長、番外。 

●議長（辰田直久） 石橋町長。 

●石橋町長（石橋良治） 次に、議案第１００号 邑南町辺地に係る公共的施設の総合的な
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整備に関する財政上の計画の策定についてでございますが、これは宇都井辺地の計画期間

終了に伴い引き続き計画策定をしようとするものでございます。以上、詳細につきまして

は、企画財政課長から説明させますのでよろしくお願いします。 

●藤間企画財政課長（藤間修） 議長、番外。 

●議長（辰田直久） 藤間企画財政課長。 

●藤間企画財政課長（藤間修） 議案第１００号、邑南町辺地に係る公共的施設の総合的な

整備に関する財政上の計画の策定についてご説明申し上げます。別紙、総合整備計画をご

覧ください。辺地の総合整備計画につきましては、辺地に係る公共的施設の総合整備のた

めの財政上の特別措置等に関する法律に基づきまして、辺地債を活用して事業を実施する

場合において、辺地の地区ごとに当該年度から５年間を期間として定めることになってお

ります。本整備計画は、平成１８年度に着手した町道高見宇都井線の改良について、平成

２７年度で総合整備計画の期間が終了したため、引き続き総合整備計画を策定するもので

ございます。１番目の事項でございますが、辺地の概況ですが、宇都井辺地については辺

地度点数が１２８点、１００点以上でございますので法規定の点数を満たしているところ

でございます。２番目の事項、公共的施設の整備を必要とする事情でございますが、町道

高見宇都井線は幅員が狭く、カーブが多く見通しも悪いため、道路改良により安全を図る

とともに利便性の向上を図ろうとするものでございます。３番目の事項、公共的施設の整

備計画でございますが、町道高見宇都井線道路改良でございます。期間は、平成２８年度

から平成３２年度までの５年間、改良延長１４００メートル、幅員は５メートルの事業で

ございます。総事業費３億円のうち、２分の１を交付金、残りの２分の１を辺地債で借り

入れる予定でございます。以上、辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別

措置等に関する法律第三条第１項の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 よろしくご審議いただきますようお願い申し上げます。 

●石橋町長（石橋良治） 議長、番外。 

●議長（辰田直久） 石橋町長。 

●石橋町長（石橋良治） 次に、議案第１０１号から第１０７号までの提案理由をご説明申

し上げます。議案第１０１号、平成２８年度邑南町一般会計補正予算第２号は、歳入歳出

それぞれ ２億７千６６５万５千円追加するものでございます。議案第１０２号、平成２

８年度邑南町国民健康保険事業特別会計補正予算第２号は、歳入歳出それぞれ６０９万円

追加するものでございます。議案第１０３号、平成２８年度邑南町国民健康保険直営診療

所事業特別会計補正予算第２号は、歳入歳出それぞれ５３万７千円追加するものでござい

ます。議案第１０４号、平成２８年度邑南町後期高齢者医療事業特別会計補正予算第１号

は、歳入歳出それぞれ９２万1千円追加するものでございます。議案第１０５号、平成２８

年度邑南町簡易水道事業特別会計補正予算第２号は、歳入歳出それぞれ１千２１１万５千

円追加するものでございます。議案第１０６号、平成２８年度邑南町下水道事業特別会計
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補正予算第２号は、歳入歳出それぞれ３３３万９千円追加するものでございます。議案第

１０７号、平成２８年度邑南町電気通信事業特別会計補正予算第２号は、歳入歳出それぞ

れ２千３０８万９千円追加するものでございます。詳細につきましては、それぞれ、担当

課長から説明させますのでよろしくお願いいたします。 

●藤間企画財政課長（藤間修） 議長、番外。 
●議長（辰田直久） 藤間企画財政課長。 
●藤間企画財政課長（藤間修） 議案第１０１号、平成２８年度邑南町一般会計補正予算第２

号についてご説明申し上げます。予算書の１ページをお開きください。第１条の歳入歳出

予算の補正額でございますが、歳入歳出それぞれ２億７千６６５万５千円を追加いたしま

して、歳入歳出予算の総額を１１７億８８６万８千円とするものでございます。詳細につ

きましては、予算に関する説明書の事項別明細書で説明させていただきます。以下、第２

条で地方債の補正がございます。６ページをお開きください。第２表地方債補正でござい

ます。追加分としまして、林地崩壊防止事業債につきましては、事業の新規着手による１

００万円の増額です。変更分でございます。移動通信用鉄塔施設整備事業債につきまして

は、事業費の増に伴い４０万円増額の３千７０万円としております。道路改良舗装事業債

は３千５４０万円減額の９千２８０万円としております。補助金の減額に伴うものでござ

います。文化財保全事業債につきましては、久喜製錬所跡煙道保存処理事業の見直しによ

る１千６２０万円減額でございます。次に、臨時財政対策債につきましては、２千７６３

万７千円減額の２億７千５３０万円としております。地方債の合計額でございますが、補

正前の限度額１０億５千８１３万７千円に対しまして、７千７８３万７千円減額して９億

８千３０万円としております。予算に関する説明書をめくっていただきまして、４ページ

をご覧ください。はじめに、歳入でございます。主なものを説明させていただきます。ま

ず１０款地方交付税でございます。７月２６日の交付決定によりまして、普通地方交付税

を２億３８８万７千円増額としております。１２款分担金及び負担金でございます。農林

水産業費分担金につきましては、林地崩壊防止事業に係る分担金でございます。土木費分

担金及び災害復旧費分担金につきましては、それぞれ過年度事業に係る受益者分担金でご

ざいます。６ページをお開きください。１４款国庫支出金でございますが、２項でござい

まして、国庫補助金の一番下でございます、土木費国庫補助金ですが、道整備交付金及び

社会資本整備総合交付金ともに減額となっております。８ページをお開きください。県支

出金の２項、補助金の欄でございますが、総務費県補助金としまして、１千７０４万円の

増額でございます。賃貸住宅建設補助事業の増額分に対応するものでございます。農林水

産業費県補助金につきましては、１千３３１万１千円の増額でございます。新規就農支援

事業補助金と、新農林水産振興がんばる地域応援総合事業費補助金、林地崩壊防止事業補

助金及び災害被害森林復旧対策事業費補助金の増でございます。一番下でございます、１

８款繰入金です。財政調整基金の取り崩しを１億３千５６８万７千円、全額取りやめとし
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ております。補正後が０円になっております。１０ページをお開きください。１９款繰越

金は、平成２７年度決算結果から２億９千３６７万５千円増額しております。２０款諸収

入でございます。５項の雑入でございますが、介護保険事業の平成２７年度決算に基づく

返還金及び他団体からの補助金等でございます。２１款町債でございますが、先ほど地方

債補正で説明いたしましたので省略させていただきます。続きまして１４ページ、歳出で

ございます。歳出全般でございますが、平成２７年度の決算結果から、各特別会計の繰出

金の調整を行っております。また、平成２７年度の国県補助金等に係る事業費の確定があ

ったものにつきましては、過年度分補助金等の返還金を計上しております。主なものをご

説明いたします。２款総務費でございます。一般管理費でございますが、２億９千７３０

万２千円の増額でございます。内訳でございます、１５ページの説明欄をご覧ください。

減債基金積立金を２億９千７２４万９千円計上しております。将来の公債費負担を軽減す

るため積立を行うものでございます。企画費でございますが、木育事業費として１３２万

円の増額でございます。一番下、生活交通確保対策事業費ですが三江線関係の負担金を３

１万８千円計上しております。１６ページをお開きください。３款民生費でございます。 

 社会福祉総務費でございますが、国民健康保険事業特別会計繰出金の他、補助金等返還金

等を計上しております。１８ページをご覧ください。２項児童福祉費でございますが、児

童福祉施設費としまして、７１万４千円を計上しております。トイレの使用に支障のある

児童のための石見東児童クラブ多目的トイレの設置費でございます。その下母子福祉費は

本年８月の児童扶養手当の法改正による増額です。２０ページをお開きください。４款衛

生費でございます。簡易水道事業など特別会計繰出金の調整などのほか、一番下、環境衛

生費としまして、春先の強風で罹災したリサイクルボックスの設置費を増額補正しており

ます。２２ページをお開きください。６款農林水産業費でございます。農業費では４４３

万５千円の増額補正でございます。おもな内訳でございますが、農林総合事業では、ツキ

ノワグマ対策として７４万６千円を増額でございます。新規就農者支援事業につきまして

は、人数の増による増額補正でございます。新農林水産振興がんばる地域応援総合事業は

５件の採択による増額補正でございます。下水道事業特別会計の繰出し金の調整をしてお

ります。２項林業費でございます。林業振興費につきましては、ふるさとの森再生事業で、

補助金の増額内示を受け事業費を増額するものでございます。また、１月の豪雪による森

林の倒木被害で羽須美地域下口羽の民家の近くに危険な個所がありまして、その対策費を

計上しております。２４ページをお開きください。林道維持費では、羽須美地域の林道木

須田線の倒木処理費を計上しております。さらに、林地崩壊防止事業布施地区１か所を計

上しております。７款商工費でございますが、観光費で高木の森の看板等施設修繕費等で

ございます。８款土木費でございますが。１項土木管理費ですが、下水道事業特別会計の

繰出し金の調整をしております。２項道路橋りょう費でございますが、道路維持費は、石

見地域、瑞穂地域及び羽須美地域の落石防止対策工事費等を計上しております。２６ペー
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ジをご覧ください。道路新設改良費及び橋りょう新設改良費につきましては、補助金の減

額状況等に基づき各路線間で事業調整を行っております。２８ページをご覧ください。８

款３項の河川費でございますが、砂防費としまして県単の急傾斜地崩壊防止対策費２か所

分４５０万円を計上しております。４項住宅費でございます。住宅管理費はストック改善

の改修事業を減額しまして、住宅建設費で、９００万円の増額補正でございます、順庵原

住宅３棟５戸の建設設計委託費用と森実住宅の外溝工事費でございます。３０ページをご

覧ください。住宅政策費につきましては、集落振興対策費助成事業として５００万円、民

間の賃貸住宅建設補助事業としまして、世帯用５戸、単身用２４戸分４千１万円の増額補

正でございます。１０款教育費でございます。教員住宅管理費でございますが、新築教員

住宅２戸の簡易水道、下水道及びケーブルテレビの加入金でございます。社会教育費の社

会教育施設費につきましては、元気館の電話の故障による取り替え費用でございます。文

化財保護費につきましては久喜製錬所跡煙道保存処理の工法の変更に伴う減額でございま

す。以上、地方自治法第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

●種町民課長（種  由美） 議長、番外。 

●議長（辰田直久） 種町民課長。 

●種町民課長（種  由美） 議案第１０２号、平成２８年度邑南町国民健康保険事業特別会

計補正予算第２号についてご説明申し上げます。予算書の１ページをお開きください。歳

入歳出予算の補正でございますが、歳入歳出それぞれ６０９万円を追加し、総額を歳入歳

出それぞれ１６億１千１０１万７千円とするものでございます。詳細につきましては、予

算に関する説明書の事項別明細書４ページをお開きください。はじめに歳入でございます。

１款の国民健康保険税でございますが、一般被保険者国民健康保険税、退職被保険者等国

民健康保険税ともに、現年度分は本算定に伴うものでございます。一般被保険者につきま

しては４４３万７千円増額、退職被保険者等につきましては４５８万１千円の減額で、合

わせて１４万４千円の減額でございます。８款の療養給付費交付金でございますが、退職

被保険者等国民健康保険税のうち、医療給付費分と後期高齢者支援金分の減額分につきま

しては、社会保険診療報酬支払基金に交付申請できますので、合わせた額、３３９万２千

円の増額でございます。９款の繰入金でございますが、国民健康保険事業基金繰入金につ

きましては、前年度繰越金による財源振替で５９２万５千円を減額しております。一般会

計繰入金につきましては、職員給与費等繰入金が平成２７年度の精算として１５３万１千

円の減額、財政調整繰入金が前年度繰越金による財源振替で、４０７万２千円の減額、町

単独事業分繰入金が平成２７年度こども医療費無料化の影響分確定により２万４千円の

減額、合計で５６２万７千円減額しております。次に、６ページをお開きください。１０

款の繰越金につきましては、平成２７年度決算に伴うものでございまして、１千４３９万

４千円増額しております。次に、８ページをお開きください。歳出でございます。４款の

介護納付金につきましては、平成２８年度介護納付金の確定により、３４２万４千円増額
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するものでございます。７款の基金積立金につきましては、内訳といたしまして、一般会

計からの繰入であります、町単独事業分の子ども医療費無料化の影響分が確定により２万

４千円減額となりましたので、基金に積み立てる額も同額を減額、また、前年度繰越金に

よる財源振替で２５９万５千円を増額することとしまして、合わせて２５７万１千円増額

するものでございます。１０款の後期高齢者支援金等につきましては、納付額の確定によ

り予算の不足額９万５千円を増額しております。続きまして、議案第１０３号、平成２８

年度邑南町国民健康保険直営診療所事業特別会計補正予算第２号についてご説明申し上

げます。予算書の１ページをお開きください。歳入歳出予算の補正でございますが、歳入

歳出予算それぞれ５３万７千円を追加し、総額を歳入歳出それぞれ５千７６６万４千円と

するものでございます。詳細につきましては、予算に関する説明書の事項別明細書の４ペ

ージをお開きください。歳入でございます。３款の繰入金でございますが、一般会計繰入

金につきましては、阿須那診療所運営費補てん分の減額でございます。内訳といたしまし

て、平成２７年度の決算に伴います繰越金と同額の５７１万１千円を減額し、阿須那診療

所雨樋の修繕として運営費補てん分を５３万７千円増額することとし、合わせて、５１７

万４千円減額しております。４款の繰越金につきましては、平成２７年度決算に伴います

繰越金を５７１万１千円増額しております。次に、６ページをお開きください。歳出でご

ざいます。１款総務費につきまして、阿須那診療所雨樋の修繕を行うため、５３万７千円

増額するものでございます。続きまして、議案第１０４号、平成２８年度邑南町後期高齢

者医療事業特別会計補正予算第１号についてご説明申し上げます。予算書の１ページをお

開きください。歳入歳出予算の補正でございますが、歳入歳出それぞれ９２万１千円を追

加し、総額を歳入歳出それぞれ３億６千９９２万１千円とするものでございます。詳細に

つきましては、予算に関する説明書の事項別明細書４ページをお開きください。はじめに、

歳入でございます。４款繰入金の一般会計繰入金につきましては、前年度繰越金から繰越

金に含まれる出納整理期間中に収入しました保険料９２万１千円を差し引いた額、５４４

万２千円を減額しております。５款の繰越金につきましては、平成２７年度決算に伴うも

のでございまして、６３６万３千円を増額しております。次に、６ページをお開きくださ

い。歳出でございます。２款の後期高齢者医療広域連合納付金の保険料等負担金につきま

しては、出納整理期間中に収入しました平成２７年度分の保険料を平成２８年度の歳出予

算で広域連合に納めることとなっておりますので、繰越金に含まれております保険料９２

万１千円を増額するものでございます。以上、地方自治法第９６条第１項の規定により議

会の議決を求めるものでございます。よろしくお願いいたします。 

●林田水道課長（林田知樹） 議長、番外。 

●議長（辰田直久） 林田水道課長。 

●林田水道課長（林田知樹） 議案第１０５号、平成２８年度邑南町簡易水道事業特別会計

補正予算第２号につきまして、ご説明申し上げます。予算書の１ページを、お開きくださ
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い。歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１千２１１万５千円を増額し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ６億５千５４２万２千円とするものでございます。補正内容に

つきまして、ご説明申し上げます。事項別明細書の４ページをお開きください。歳入でご

ざいますが、一般会計繰入金が７６５万６千円の増額でございます。繰越金が、４４５万

９千円の増額でございます。６ページをお開きください。歳出の一般管理費でございます

が、報酬及び旅費を４１万円増額しております。これは、上下水道委員会の開催が今後増

えることによる増額でございます。需用費及び委託料を１千１７０万５千円増額しており

ます。これは、現在阿須那橋に仮設しております水道管の本設工事費及び設計委託料並び

に、緊急調査実施より発見いたしました橋梁添架危険箇所５カ所の修繕工事費でございま

す。施設整備事業費につきましては、任期付短時間勤務職員の賃金改定による予算の組み

替えでございます。続きまして、議案第１０６号、平成２８年度邑南町下水道事業特別会

計 補正予算第２号につきまして、ご説明申し上げます。予算書の１ページを、お開きく

ださい。歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３３３万９千円を増額し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ８億５千６７１万３千円とするものでございます。補正内容に

つきまして、ご説明申し上げます。事項別明細書の４ページを、お開きください。歳入で

ございますが、一般会計繰入金は１千１１９万円の減額でございます。繰越金は、１千４

５２万９千円の増額でございます。６ページをお開きください。歳出の下水道事業一般管

理費の委託料を３３３万９千円増額しております。これは、本年度において下水道事業経

営戦略を策定することによるものでございます。以上、地方自治法第９６条第１項の規定

により、議会の議決を求めるものでございます。よろしくお願いします。 

●服部総務課長（服部導士） 議長、番外。 

●議長（辰田直久） 服部総務課長。 

●服部総務課長（服部導士） 議案第１０７号、平成２８年度邑南町電気通信事業特別会計

補正予算第２号について、ご説明いたします。予算書の１ページをお開きください。歳入

歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ２千３０８万９千円を追加し、歳入歳出予算の総額

を、歳入歳出それぞれ４億６千７０９万９円とするものでございます。詳細につきまして

は、事項別明細書の４ページ・５ページをお開きください。この度の補正は、平成２７年

度決算による繰越金を計上したほか、施設維持費など必要となる経費を計上し、全体の調

整を行い、基金への積立てを行っております。まず、歳入でございますが、１款の分担金

及び負担金は、新築住宅と集合住宅分の施設加入負担金と引込工事費負担金が増額するこ

とより、計３２８万円の増額でございます。次に、７款の繰越金は、平成２７年度決算に

より９１５万１千円の増額でございます。次に、８款の諸収入は、ＮＨＫ団体一括案内の

手数料と平成２５年の豪雨災害分の災害保険給付金により、計９８９万円の増額でござい

ます。次に、６ページ・７ページをお開きいただき、歳出でございます。１款の総務費は、

説明欄００２施設維持費がＯＮＵ光変換装置などの購入費と自動ドアなどの修繕費で２
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９１万８千円の増額、００６サービス業務費がＮＨＫ団体一括案内の郵便代で１４万４千

円の増額でございます。次に、３款の基金積立金が、２千１万５千円の増額でございます。

以上、平成２８年度邑南町電気通信事業特別会計補正予算第２号につきまして、地方自治

法第９６条第１項の規定により議会の議決を求めるものでございます。よろしくお願いし

ます。 

●議長（辰田直久） 以上で執行部の説明は終了いたしました。 
～～～～～～～～○～～～～～～～～ 

散会宣告 
●議長（辰田直久） 以上で、本日の日程はすべて議了

ぎりょう

いたしました。本日は、これにて散会

といたします。大変ご苦労さまでした。 

 
―― 午後１時５４分 散会 ―― 
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